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絵
師
川
口
月
嶺
の
職
務 

―
盛
岡
藩
「
覚
書
」「
御
側
雑
書
」
を
中
心
に
―

齋　

藤　

里　

香

　
　

は
じ
め
に

　

川
口
月
嶺
（
一
八
一
一
〜
一
八
七
一
）
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
盛
岡
藩
を
代
表
す
る
絵
師
で
あ

る
。
現
在
の
秋
田
県
鹿
角
市
花
輪
（
旧
盛
岡
藩
領
）
に
生
ま
れ
、
江
戸
で
修
業
し
た
後
、
藩
に
召

し
抱
え
ら
れ
た
。
通
称
は
栄
七
、
後
に
七
之
助
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
直
七
と
改
名
。
画
号

は
月
嶺
の
ほ
か
真
象
な
ど
が
あ
り
、
有
度
の
落
款
も
多
い
。
印
章
に
字
を
文
紀
と
し
て
お
り
、
若

水
な
ど
も
用
い
て
い
る
。
子
孫
宅
に
は
月
嶺
が
残
し
た
写
生
帳
や
下
絵
類
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
、

そ
の
大
半
は
現
在
、
岩
手
県
立
博
物
館
と
盛
岡
市
先
人
記
念
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

　

岩
手
県
立
博
物
館
で
は
、
平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
（
火
）
か
ら
十
一
月
十
日
（
日
）
ま
で
の

会
期
で
テ
ー
マ
展
「
盛
岡
藩
絵
師 

川
口
月
嶺
の
ま
な
ざ
し
」
を
開
催
し
た
。
川
口
家
伝
来
資
料

を
軸
に
、
関
連
作
品
や
盛
岡
藩
の
記
録
な
ど
を
併
せ
て
紹
介
し
た
も
の
だ
が
、
調
査
の
過
程
で
い

く
つ
か
の
新
た
な
知
見
を
得
た
。
本
稿
で
は
主
に
盛
岡
藩
出
仕
後
の
月
嶺
の
職
務
等
に
つ
い
て
、

盛
岡
藩
家
老
席
日
誌
「
覚
書
」、「
御
側
雑
書
」
及
び
「
奥
雑
書
」（
い
ず
れ
も
、
も
り
お
か
歴
史

文
化
館
蔵
）
等
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い（

１
）。

一　

盛
岡
藩
出
仕
以
前

　

月
嶺
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）、
花
輪
の
麹
屋
の
二
男
に
生
ま
れ
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
絵
を

好
み
、絵
を
描
く
以
外
に
は
熱
心
で
な
く
、奉
公
に
出
さ
れ
て
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

十
八
歳
の
頃
、
つ
い
に
画
業
を
志
し
て
故
郷
を
あ
と
に
し
、
秋
田
か
ら
山
形
を
遊
歴
し
て
江
戸
に

出
、
二
十
歳
の
頃
、
四
条
派
の
絵
師
鈴
木
南
嶺
（
一
七
七
五
〜
一
八
四
四
）
に
入
門
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
月
嶺
の
号
の
一
字
は
師
の
南
嶺
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。（

２
）

　

岩
手
県
立
博
物
館
で
所
蔵
す
る
月
嶺
の
修
行
時
代
の
写
生
帳
や
下
絵
、
縮
図
の
類
を
見
る
と
、

年
紀
が
わ
か
る
も
の
は
概
ね
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
〜
一
八
四
四
）
の
作
で
、「
文
政
庚（

十
三
年
）寅

秋
八

月
十
八
日
写
」
と
あ
る
白
鷹
の
図
（
鳥
写
生
綴
の
内
）
が
古
い
。
文
政
十
三
年
は
十
二
月
十
日
に

天
保
と
改
元
、
こ
の
時
月
嶺
は
数
え
二
十
歳
で
あ
る
。
本
格
的
に
修
行
を
始
め
た
の
が
二
十
歳
頃

と
い
う
月
嶺
の
経
歴
の
裏
付
け
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
表
紙
に
「
天
保
十
一
年
夏　

縮

図　

写
生　

川
口
月
嶺
（
印若

水

）」
と
あ
る
写
生
帳
が
あ
り
、
こ
の
時
す
で
に
月
嶺
と
号
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
写
生
帳
は
江
戸
周
辺
を
行
脚
し
た
際
の
も
の
で
、「
武
州
岩
槻
」「
武
州
花

摘
村
」「
鹿
室
村
」「
江
ヶ
崎
村
」（
以
上
、埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
）、「
武
州
埼
玉
郡
市
ノ
割
村
」

（
埼
玉
県
春
日
部
市
）、「
北
総
関
宿
」（
千
葉
県
野
田
市
）
な
ど
の
地
名
が
み
え
る
。

　
『
江
戸
現
在
広
益
諸
家
人
名
録 

二
編
』
天
保
十
三
年
刊
（
一
八
四
二
）
に
は
、
江
戸
在
住
の
諸

家
に
ま
じ
っ
て
「
画　

月
嶺　

川
口
榮
七
」
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
（
写
真
１
）、
月
嶺
が
画
人

と
し
て
江
戸
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
し
て
く
れ
る
が
、
住
所
等
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
ら
し
く
、
記

載
が
な
い
。

　

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）、
月
嶺
は
烏
山
（
栃
木
県
那
須
烏
山
市
）
に
滞
在
し
て
当
地
の

粕
谷
忠
右
衛
門
の
娘
静
の
婿
と
な
っ
た
。
十
二
月
二
日
に
弘
化
と
改
ま
り
、
明
け
て
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
三
月
に
長
男
亀
次
郎
が
生
ま
れ
た
。
亀
次
郎
は
後
に
月
村
と
号
し
、
画
人
と
し
て

知
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
烏
山
滞
在
中
に
烏
山
藩
主
所
蔵
の
風ふ

う

鳥ち
ょ
う

を
写
す
機
会
が
あ
っ
た
ら
し

く
、「
烏
山
侯
蔵　

于
時
弘
化
二
年
乙
巳
夏
六
月
念（

二
十
一
）一

日　

風
鳥
写
生
」
と
書
き
入
れ
が
あ
る
写

生
（
鳥
写
生
綴
の
内
、
写
真
２
）
が
残
っ
て
い
る
。

　

月
嶺
は
間
も
な
く
烏
山
を
発
し
、
奥
州
街
道
を
下
っ
て
郷
里
に
向
か
っ
た
。
こ
の
時
の
「
奥
州

道
中
日
記
」（
盛
岡
市
先
人
記
念
館
蔵
）
の
表
紙
に
「
弘
化
二
年
乙
巳
秋
七
月　

奥
州
道
中
日
記　

烏
山　

月
嶺
有
度
」
と
あ
る
。
亀
次
郎
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
、
妻
子
を
残
し
て
単
身
下
っ
た
も

の
と
み
ら
れ
る
が
、
帰
郷
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
旅
日
記
は
八
月
四
日
黒
沢
尻
ま
で
と
な
っ

て
い
る
が
、
八
月
六
日
に
盛
岡
の
奈
良
養
斎
（
一
八
〇
三
〜
一
八
七
二
）
を
訪
ね
た
こ
と
が
そ
の
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日
記
（
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
奈
良
養
斎
日
記
」
弘
化
二
年
八
月
六
日
条

　
　
　

一
、
烏
山
藩
中
粕
谷
永
七
、
画
名
月
嶺
来
也
、
実
は
鹿
角
花
輪
川
口
永
八
弟
也

　

月
嶺
は
こ
の
時
、
粕
谷
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
。
月
嶺
を
永
七
、
兄
を
永
八
と
書
い
て
い
る
が
、

栄
七
、
栄
八
で
あ
ろ
う
か
。
養
斎
は
現
在
の
鹿
角
市
尾
去
沢
の
出
身
で
、
月
嶺
の
兄
を
知
っ
て
い

る
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
月
嶺
と
養
斎
は
後
に
親
し
く
交
際
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。

　
「
弘
化
二
年
冬
」
と
年
紀
の
あ
る
作
品
が
鹿
角
で
二
点
確
認
さ
れ
て
お
り
、
冬
に
は
生
ま
れ
故

郷
の
花
輪
で
揮
毫
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
翌
年
二
月
二
日
、
月
嶺
は
盛
岡
藩
に
召
し
出
さ

れ
た
。
花
輪
で
月
嶺
の
絵
が
評
判
と
な
り
、
藩
主
南
部
利と

し

済た
だ

（
一
七
九
七
〜
一
八
五
五
）
の
知
る

と
こ
ろ
と
な
っ
て
召
し
抱
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
仕
官
の
目
処
か
希
望
が
あ
っ
て
の
帰
郷

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
が
盛
岡
藩
出
仕
以
前
の
概
略
で
あ
る
。

二　

南
部
利
済
時
代
の
職
務

○
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）　

盛
岡
藩
出
仕　

奥
詰

　

月
嶺
は
盛
岡
藩
へ
の
出
仕
を
機
に
、
名
を
栄
七
か
ら
七
之
助
に
改
め
た
ら
し
く
、
藩
の
記
録
に

は
川
口
七
之
助
と
し
て
登
場
す
る
。
七
之
助
は
亡
父
の
名
で
あ
っ
た
。

盛
岡
藩
「
覚
書
」
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
二
月
二
日
条

　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
輪
御
給
人
勇
治
大
伯
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
七
之
助
妾
腹
之
子　

川
口
七
之
助

　
　
　

御
遣
方
有
之
、
弐
人
扶
持
被
下
置
被　

召
出
、
御
代
官
召
連
罷
出
、
於
柳
之
間

　
　
　

老
中
列
座
帯
刀
申
渡
之

盛
岡
藩
「
覚
書
」
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
三
月
二
日
条

　

一
、
川
口
七
之
助
并
花
巻
御
給
人
高
瀬
新
八
儀
被　

召
出
之
永
代
證
文
、
御
目
付
を

　
　
　

以
相
渡
之 

　

月
嶺
は
「
御
遣
方
」
が
あ
り
二
人
扶
持
で
召
し
出
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
証
文
は
盛
岡
市
先
人
記

念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
絵
師
と
し
て
の
腕
を
見
込
ま
れ
た
こ
と
は
疑
い
が
無
い
が
、
月
嶺
が

支
給
さ
れ
た
二
人
扶
持
は
小
禄
と
い
っ
て
よ
い
。
同
年
十
月
二
十
六
日
に
奥
詰
を
拝
命
し
た
。

盛
岡
藩
「
覚
書
」
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
十
月
二
十
六
日
条

　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
又
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
七
之
助

　
　
　

奥
詰
被　

仰
付
、
御
目
付
を
以
申
渡
之 

　

月
嶺
と
と
も
に
奥
詰
を
拝
命
し
た
藤
井
又
蔵
（ 

？ 

〜
一
八
六
七
）
は
長
州
の
出
身
で
、
盛
岡

藩
医
大
島
周
意
に
弟
子
入
り
し
て
盛
岡
城
下
へ
の
永
住
を
許
さ
れ
て
い
た
者
だ
が
、
こ
の
年
三
月

に
五
十
石
で
召
し
出
さ
れ
、
助
教
を
仰
せ
付
か
っ
て
い
た
（「
覚
書
」
弘
化
三
年
一
月
十
三
日
条
、

写真 1　『江戸現在広益諸家人名録 二編』
天保13年刊（1842）岩手県立博物館蔵

写真２
風鳥写生（鳥写生綴の内）
弘化2年（1845）6月21日
岩手県立博物館蔵
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同
三
月
二
十
日
条
、
同
三
月
二
十
三
日
条
）。
医
師
で
は
な
く
儒
者
と
し
て
の
登
用
で
あ
っ
た
。

　
「
奥
雑
書
」
を
み
る
と
、
奥
詰
拝
命
後
の
月
嶺
と
又
蔵
の
様
子
が
か
い
ま
見
え
る
。

盛
岡
藩
「
奥
雑
書
」
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
十
月
二
十
六
日
条

　
　
　
　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
又
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
七
之
助

　
　
　
　
　
　

奥
詰
被　

仰
付

　
　

右
之
通
、
表
御
用
部
屋
よ
り
達
有
之
、
御
側
通
え
申
達
之

　
　
　
　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
又
蔵

　
　
　
　
　
　

御
連
枝
様
方
御
侍
読
申
上
被　

仰
付

　
　
　
　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　
　

於
奥
月
次　

御
前
講
釈
被　

仰
付

　
　

右
之
通
申
渡
、
御
側
通
え
申
達
之
、
申
上
被　

仰
付
候
儀
は

　
　

御
連
枝
様
方
え
申
上
之

　
　
　
　

一
、　

　
　
　
　
　
　

奥
詰　

藤
井
又
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
七
之
助

　
　
　
　
　
　

為
見
習
、
日
々
出
仕
可
致
候

　
　

右
之
通
、
此
方
申
渡
之

盛
岡
藩
「
奥
雑
書
」
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
十
一
月
一
日
条

　
　
　
　

一
、　

　
　
　
　
　
　

奥
詰　

藤
井
又
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
七
之
助

　
　
　
　
　
　

御
中
丸
え

　
　
　
　
　
　

通
御
懸
新
御
廊
下
に
お
い
て
始
て
の

　
　
　
　
　
　

御
目
見
被　

仰
付
、
此
方
姓
名
披
露
之

　
　
　
　
　
　
　

但
、
図
面
有
之
、
被　

仰
出
留
に
有
之

　
　
　
　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　

同　

藤
井
又
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
七
之
助

　
　
　
　

一
、
六
四
時
よ
り
八
時
迄
出
仕
可
致
候

　
　

右
之
通
、
申
渡
之

　
　
　
　

一
、　

　
　
　
　
　
　

奥
詰　

川
口
七
之
助

　
　
　
　
　
　

御
絵
御
用
之
節
は
大
奥
え
も
罷
通
可
申
候

　
　

右
之
通
申
渡
、
御
側
通
・
大
奥
え
申
達
之

　

盛
岡
城
は
「
表
」「
奥
」「
大
奥
」
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。「
表
」
は
盛
岡
藩
の
政
庁
で
あ
り
、

政
治
の
中
心
で
、
家
老
が
総
括
し
た
。「
奥
」
は
藩
主
が
起
居
し
、
政
務
を
執
っ
た
場
所
で
、
藩

主
側
近
と
奥
勤
を
御
側
廻
、
御
側
通
と
称
し
て
御
近
習
頭
が
総
括
し
た
。
御
近
習
頭
は
ま
た
「
大

奥
」
を
含
め
た
藩
主
家
の
家
政
を
総
覧
し
た
。
藩
の
職
名
等
に
は
変
遷
が
あ
っ
て
一
様
で
は
な
い

が
、
家
老
席
の
こ
と
を
「
表
御
用
部
屋
」、
御
近
習
頭
席
の
こ
と
を
「
奥
御
用
部
屋
」
と
称
し
た
。

月
嶺
と
又
蔵
は
奥
詰
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
御
近
習
頭
の
管
轄
下
に
置
か
れ
、
奥
向
の
職
務

に
つ
い
て
は
「
御
側
雑
書
」
や
「
奥
雑
書
」
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、奥
勤
で
あ
っ

て
も
、
役
職
の
任
免
な
ど
基
本
的
な
人
事
に
つ
い
て
は
御
目
付
が
所
管
し
、
家
老
が
総
括
し
て
い

る
。（

３
）

　
「
奥
雑
書
」
弘
化
三
年
十
月
二
十
六
日
条
に
よ
る
と
、
奥
詰
と
な
っ
た
七
之
助
こ
と
月
嶺
と
又

蔵
は
、
見
習
い
の
た
め
日
々
出
仕
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
十
一
月
一
日
に
は
藩
主
南
部
利

済
に
「
通
御
懸
新
御
廊
下
」
で
初
御
目
見
し
て
い
る
。
出
仕
の
時
間
は
六
四
時
か
ら
八
時
ま
で
と

あ
る
か
ら
、
お
よ
そ
午
前
七
時
半
か
ら
午
後
二
時
ま
で
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
月
嶺
は
「
御
絵
御

用
」
の
節
は
大
奥
へ
も
通
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。

　

盛
岡
藩
に
お
け
る
「
御
抱
絵
師
」
を
概
観
し
た
論
考
に
阿
部
守
雅
・
千
葉
一
大
「
盛
岡
藩
の
御

抱
絵
師
」（『
岩
手
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
第
十
五
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）
が
あ
る
。
藩
御
抱

絵
師
の
系
譜
と
藩
組
織
に
お
け
る
位
置
づ
け
、
業
務
の
実
態
な
ど
を
示
し
た
も
の
だ
。
月
嶺
が
出

仕
し
た
当
時
、
盛
岡
藩
に
は
お
抱
え
の
「
御
絵
師
」
が
三
人
、
職
人
待
遇
の
「
御
小
納
戸
支
配

御
絵
師
」
が
二
人
い
た
。「
御
絵
師
」
は
江
戸
に
常
府
の
狩
野
休
意
（
一
八
一
七
〜
一
八
八
一
）

十
人
扶
持
、
国
元
に
藤
田
祐
昌
（
一
八
〇
六
〜
一
八
六
六
）
十
人
扶
持
と
森
保
斎
（
生
没
年

不
詳
）
三
両
三
人
扶
持
、「
御
小
納
戸
支
配
御
絵
師
」
は
狩
野
（
石
川
）
佐
助
（
一
七
九
六
〜

一
八
七
六
）
二
両
二
人
扶
持
と
川
村
民
治
（
一
八
二
三
〜
？
）
二
人
扶
持
で
あ
る（

４
）。

民
治
は
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姓
を
名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
ら
ず
、
流
派
も
不
明
だ
が
、
他
は
い
ず
れ
も
狩
野
派
で
あ
る
。

「
御
絵
師
」
は
藩
の
公
的
御
用
を
つ
と
め
、「
御
小
納
戸
支
配
御
絵
師
」
は
藩
主
ら
の
衣
類
や
調
度

な
ど
を
賄
う
「
御
小
納
戸
」
の
御
用
を
つ
と
め
る
こ
と
が
基
本
で
あ
ろ
う
。
奥
詰
に
任
じ
ら
れ
た

月
嶺
は
、
彼
ら
と
は
別
枠
と
言
え
る
。

　

阿
部
・
千
葉
は
月
嶺
が
「
御
絵
師
」
で
は
な
く
「
奥
詰
」
に
任
じ
ら
れ
た
理
由
と
し
て
二
つ
の

推
論
を
あ
げ
て
い
る
。「
第
一
は
月
嶺
の
伝
え
た
円
山
四
条
派
は
当
時
に
あ
っ
て
今
ま
で
と
趣
を

変
え
た
画
風
で
あ
り
、
藩
主
の
個
人
的
好
み
も
あ
っ
て
、
奥
詰
と
し
て
側
近
く
召
し
抱
え
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
。
第
二
は
藩
の
御
絵
師
は
狩
野
派
が
本
流
と
い
う
不
文
律
が
あ
り
、
狩
野
派
以
外

が
御
絵
師
と
な
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　

盛
岡
藩
で
は
藩
士
に
「
御
絵
御
用
」
を
命
じ
る
場
合
が
あ
り
、
阿
部
・
千
葉
は
御
納
戸
御
小
納

戸
兼
帯
・
高
橋
十
助
が
「
御
絵
御
用
出
精
相
勤
候
に
付
、
銀
三
枚
拝
領
被　

仰
付
」（「
覚
書
」
弘

化
三
年
十
二
月
二
十
四
日
条
）、
御
納
戸
・
小
寺
左
衛
記
が
「
成
姫
様
御
絵
并
御
茶
御
相
手
に
も

罷
出
可
申
旨
被　

仰
出
」（「
覚
書
」
弘
化
三
年
十
二
月
二
十
六
日
条
）
と
い
う
事
例
を
紹
介
し
て

い
る
。
い
ず
れ
も
月
嶺
が
出
仕
し
た
年
の
記
録
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
十
一
月
八
日
に
は
海
野
楳

岳
（
梅
岳
）
の
名
で
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
る
高
橋
操
（
一
八
二
一
〜
一
八
七
七
）
が
奥
詰
に
任

じ
ら
れ
、
同
月
十
日
に
「
御
連
枝
様
方
御
相
手
」
を
仰
せ
付
か
っ
て
い
る
（「
覚
書
」
弘
化
三
年

十
一
月
八
日
条
、
同
十
日
条
）。
月
嶺
と
楳
岳
は
同
時
期
に
奥
詰
と
し
て
利
済
に
仕
え
て
い
た
訳

で
あ
る
。

　

奥
詰
は
藩
主
の
直
接
の
指
示
に
よ
っ
て
御
用
を
つ
と
め
や
す
い
。
月
嶺
に
つ
い
て
は
、「
御
絵

御
用
」
を
つ
と
め
る
士
分
で
の
採
用
が
利
済
の
「
御
遣
方
」
に
適
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）　

御
絵
御
用
出
精　

大
奥
御
殿
修
補

　

弘
化
四
年（
一
八
四
七
）六
月
三
日
、月
嶺
は
兼
「々
御
絵
御
用
」に
出
精
し
、「
大
奥
御
殿
向
修
補
」

に
つ
い
て
も
格
別
出
精
の
た
め
銀
五
枚
を
拝
領
し
た
（「
奥
雑
書
」
同
日
条
）。

　

こ
の
日
は
「
大
奥
御
殿
向
修
補
」
に
出
精
し
た
大
工
た
ち
や
、「
大
奥
御
殿
向
御
造
補
御
取
締
方
」

に
つ
と
め
た
大
年
寄
ら
に
も
褒
賞
が
与
え
ら
れ
て
い
る
（「
奥
雑
書
」
同
日
条
）。
こ
の
度
の
修
補

で
は
大
奥
二
階
の
上
段
之
間
、新
御
殿
中
二
階
な
ど
の
増
改
築
が
行
わ
れ
た
（「
覚
書
」
同
日
条
）。

○
弘
化
五
年
／
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）　

御
絵
御
用
出
精　

江
戸
登

　

弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
一
月
十
三
日
、月
嶺
は
「
御
絵
御
用
出
精
相
勤
候
に
付
、御
召
御
小
袖
」

を
拝
領
し
て
い
る
（「
御
側
雑
書
」
同
日
条
）。
ま
た
、
同
月
二
十
七
日
、
保
太
嫡
子
・
金
矢
友
之

助
（
？
〜
一
八
八
九
）
が
月
嶺
の
手
伝
い
を
し
て
金
二
百
疋
を
拝
領
し
た
と
あ
る
（「
御
側
雑
書
」

同
日
条
）。
友
之
助
は
藩
士
金
矢
保
太
の
嫡
男
で
、
月
嶺
の
門
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
。
桃
渓
を
画

号
と
し
て
お
り
、
月
嶺
に
師
事
す
る
以
前
か
ら
絵
の
素
養
を
備
え
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、月
嶺
は
前
年
九
月
七
日
に
江
戸
登
を
命
じ
ら
れ
、こ
の
年
一
月
二
十
七
日
に
出
立
し
た
。

途
中
、
烏
山
を
経
由
と
み
え
、
楳
岳
（
高
橋
操
）
と
同
行
し
て
い
る
。

盛
岡
藩
「
覚
書
」
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
九
月
七
日
条

　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
詰　

川
口
七
之
助

　
　
　

御
用
有
之
、
登
被　

仰
付

　
　
　
　

但
、
出
立
日
限
は
追
て
可
申
達
旨
御
目
付
を
以
申
渡
之

　
　
　

右
、
於
柳
之
間
老
中
列
座
帯
刀
申
渡
之

盛
岡
藩
「
覚
書
」
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
一
月
十
三
日
条

　

一
、　

　

奥
詰
御
連
枝
様
方
御
相
手　

高
橋　

操

　
　
　

御
用
有
之
、
登
被  

仰
付
、
於
柳
之
間
老
中
列
座
典
膳
申
渡
之

　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
七
之
助

　
　
　

来
る
廿
七
日
出
立
被  

仰
付
、
御
目
付
を
以
申
渡
之

盛
岡
藩
「
覚
書
」
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
一
月
二
十
日
条

　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

操

　
　
　

来
る
廿
七
日
出
立
被  

仰
付
、
御
目
付
を
以
申
渡
之

盛
岡
藩
「
覚
書
」
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
一
月
二
十
六
日
条

　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
詰　

川
口
七
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

操
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明
廿
七
日
出
立
登
に
付
、
下
野
烏
山
え
相
廻
罷
登
可
申
候

    　
　

右
、
於
奥
御
側
御
目
付
を
以
申
渡
候
段
御
近
習
頭
申
出
、
御
役
人
共
え
も
申
渡
之

　

月
嶺
と
楳
岳
の
江
戸
登
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
老
中
が
申
し
渡
し
、
出
立
日
に
つ
い
て
は
後
日
、

御
目
付
か
ら
申
し
渡
し
て
い
る
。
さ
ら
に
烏
山
を
経
由
す
る
こ
と
に
つ
い
て
奥
で
御
側
御
目
付
か

ら
申
し
渡
し
た
こ
と
を
御
近
習
頭
が
表
御
用
部
屋
へ
申
し
出
て
い
る
。
ま
た
、
御
側
御
目
付
は
月

嶺
と
楳
岳
か
ら
出
立
の
届
が
あ
っ
た
こ
と
を
御
近
習
頭
に
報
告
し
て
い
る
（「
御
側
雑
書
」
弘
化

五
年
一
月
二
十
六
日
条
）。「
御
用
」
の
中
身
は
不
明
だ
が
、
烏
山
を
経
由
し
て
い
る
点
が
特
筆
さ

れ
る
。

　

月
嶺
は
江
戸
を
三
月
十
六
日
に
出
立
し
、
四
月
十
七
日
に
盛
岡
に
到
着
し
て
い
る
が
、
帰
り
の

道
中
も
烏
山
を
経
由
し
て
お
り
（「
御
側
雑
書
」
嘉
永
元
年
四
月
十
八
日
条
）、
こ
の
時
に
数
え
四

歳
と
な
っ
た
亀
次
郎
と
妻
静
を
同
道
し
て
盛
岡
に
下
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

月
嶺
と
共
に
江
戸
に
登
っ
た
楳
岳
は
、
狩
野
勝し

ょ
う

川せ
ん

院い
ん

雅た
だ

信の
ぶ

（
一
八
二
三
〜
一
八
八
〇
）
の
画

塾
へ
の
入
門
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
（「
御
側
雑
書
」
嘉
永
元
年
五
月
一
日
条
）（

５
）。

雅
信
は
当
時

幕
府
奥
絵
師
筆
頭
の
木こ

挽び
き

町ち
ょ
う

狩
野
家
十
代
目
当
主
で
、
門
下
か
ら
近
代
日
本
画
の
礎
を
築
い
た

狩
野
芳
崖
（
一
八
二
八
〜
一
八
八
八
）
と
橋
本
雅
邦
（
一
八
三
五
〜
一
九
〇
八
）
を
出
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。
楳
岳
は
初
め
狩
野
勝
川
院
雅
信
、
後
に
岸が

ん

岱た
い

（
一
七
八
二
〜
一
八
六
五
）
に

学
び
、
さ
ら
に
元げ

ん

明み
ん

の
古
跡
を
模
倣
し
、
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
〜
一
七
九
五
）
の
画
風
を
慕
っ

た
と
い
う（

６
）。

楳
岳
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
四
月
に
帰
国
し
て
お
り
（「
奥
雑
書
」
同
年
四

月
二
日
条
、
同
四
月
九
日
条
）、
お
よ
そ
四
年
の
間
江
戸
に
滞
在
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

今
は
岩
手
県
立
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
川
口
家
伝
来
資
料
の
中
に
、
楳
岳
が
嘉
永
元
年
五
月

中
旬
に
江
戸
で
呉
春
の
画
を
写
し
た
「
梅
の
図
」
が
あ
る
。「
梅
岳
」
印
の
あ
る
「
曲
水
宴
図
」

下
絵
も
あ
り
、
月
嶺
と
楳
岳
と
の
交
流
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
年
六
月
、
三
閉
伊
一
揆
を
機
に
利
済
は
隠
居
し
、
嫡
男
利と

し

義と
も

（
一
八
二
三
〜
一
八
八
八
）

が
家
督
を
継
い
だ
。
し
か
し
実
権
は
利
済
の
掌
中
に
あ
っ
た
。

○
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）　

奥
詰
勤
中
一
ヶ
年
皆
勤　

御
小
納
戸

　

利
済
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
九
月
に
利
義
を
退
け
、
十
月
、
三
男
利と

し

剛ひ
さ

（
一
八
二
六
〜

一
八
九
六
）
が
藩
主
の
座
に
つ
い
た
。
奥
詰
で
あ
っ
た
月
嶺
は
十
月
二
十
六
日
に
御
小
納
戸
に
転

役
と
な
り
（「
覚
書
」
同
日
条
）、見
習
い
の
た
め
日
々
出
仕
す
る
よ
う
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
（「
御

側
雑
書
」
同
日
条
）。
十
一
月
一
日
、
利
済
は
転
役
と
な
っ
た
者
た
ち
に
御
逢
い
に
な
り
、
御
近

習
頭
・
毛
馬
内
蔵
人
が
姓
名
を
披
露
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
日
、月
嶺
は
御
小
納
戸
の
「
御
番
人
」

を
命
じ
ら
れ
た
（「
御
側
雑
書
」
同
日
条
）。
十
二
月
二
十
二
日
に
は
「
奥
詰
勤
中
一
ヶ
年
皆
勤
に

付
」、「
御
褒
詞
」
を
い
た
だ
い
た
（「
御
側
雑
書
」
同
日
条
）。

○
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）　

釿
次
郎
殿
御
画
申
上　

御
小
姓
格
奥
詰

　

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
一
月
十
三
日
、
月
嶺
は
利
済
の
四
男
で
藩
主
利
剛
の
弟
釿
次
郎

（
一
八
二
〇
〜
一
八
九
二
）
へ
の
「
御
画
申
上
」
を
仰
せ
付
か
り
、前
出
の
金
矢
友
之
助
こ
と
桃
渓
、

沢
田
市
郎
太
こ
と
雪
嶺
（
一
八
二
五
〜
一
八
七
七
）
が
「
御
画
御
相
手
」
を
仰
せ
付
か
っ
た
。

盛
岡
藩
「
覚
書
」
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
一
月
十
三
日
条

　
　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　

保
太
嫡
子　

金
矢
友
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
田
一

（
マ
マ
）郎

太

　
　
　
　

釿
次
郎
殿
御
画
御
相
手
被　

仰
付
、
何
も
御
目
付
を
以
申
渡

　
　
　
　
　
　
（
略
）

　
　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
田
一

（
マ
マ
）郎

太

　
　
　
　

奥
御
用
部
屋
御
物
書
被  

仰
付

盛
岡
藩
「
奥
雑
書
」
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
一
月
十
三
日
条

　
　
　
　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
七
之
助

　
　
　
　
　
　

釿
次
郎
殿
御
画
申
上
被　

仰
付

　
　

右
之
通
申
渡
、

　
　

釿
次
郎
殿
え
申
上
、
御
側
通
え
申
達

　
　
　
　
　
　
（
略
）

　
　
　
　

一
、　

　
　
　
　
　

保
太
嫡
子　

金
矢
友
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
田
一

（
マ
マ
）郎

太
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釿
次
郎
殿
御
画
御
相
手
被　

仰
付

　
　

右
之
通
表
御
用
部
屋
よ
り
達
有
之
、
御
側
通
え
申
達
之

　

御
小
納
戸
の
月
嶺
は
「
奥
」
で
申
し
渡
さ
れ
、桃
渓
と
雪
嶺
は
「
表
」
で
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。

月
嶺
の
件
は「
覚
書
」に
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
奥
」の
裁
量
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。無
役
で
あ
っ

た
雪
嶺
は
同
日
に
奥
御
用
部
屋
御
物
書
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
釿
次
郎
の
諸
芸
の
御
相
手

を
仰
せ
付
か
っ
た
者
は
総
勢
四
十
五
名
、
内
容
は
経
学
、
兵
学
、
射
術
、
馬
術
、
鑓
術
、
釼
術
、

謡
、
音
楽
、
画
の
九
種
類
で
あ
る
（「
覚
書
」
嘉
永
三
年
一
月
十
三
日
条
）。

　

月
嶺
が
出
仕
し
て
以
降
、
狩
野
派
が
主
流
で
あ
っ
た
藩
内
に
円
山
四
条
派
の
画
風
が
広
ま
っ
た

と
言
わ
れ
る
が
、
月
嶺
は
利
済
に
重
用
さ
れ
、
そ
の
子
に
絵
の
手
ほ
ど
き
を
し
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
藩
士
た
ち
の
間
に
広
ま
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
雪
嶺
も
月
嶺
の
門
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
月
嶺
が
御
小
納
戸
に
任
じ
ら
れ
た
当
時
、
前
出
の
奈
良
養
斎
は
「
御
用
中
御
勘
定
吟

味
役
・
御
小
納
戸
・
御
銅
山
御
取
次
兼
帯
」
で
、銅
山
御
用
と
御
小
納
戸
を
兼
務
し
て
い
た
（「
覚

書
」
嘉
永
二
年
十
二
月
五
日
条
）。
こ
の
頃
か
ら
養
斎
の
日
記
（
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）
に
は
月

嶺
の
名
が
散
見
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

「
奈
良
養
斎
日
記
」
嘉
永
三
年
一
月
二
十
四
日
条

　

一
、
御
銅
山
方
え
相
廻
り
、
御
銅
山
御
用
向
と
も
申
談
之

　

一
、
川
口
七
之
助
、
御
画
御
用
有
之
、
今
日
よ
り
当
番
抜
届
有
之

　

月
嶺
は
前
年
十
一
月
一
日
に
「
御
番
人
」
を
仰
せ
付
か
っ
て
い
て
（「
御
側
雑
書
」
同
日
条
）、

こ
の
年
正
月
も
「
当
番
」
と
し
て
名
が
み
え
る
（「
奥
雑
書
」
嘉
永
三
年
一
月
三
日
条
）。
し
か
し

「
御
画
御
用
」
の
た
め
に
一
月
二
十
四
日
か
ら
御
小
納
戸
の
当
番
を
抜
け
る
旨
の
届
け
出
が
あ
り
、

同
役
で
あ
っ
た
養
斎
が
こ
れ
を
知
っ
て
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

月
嶺
が
利
済
へ
「
御
役
初
て
の
御
目
通
」
を
仰
せ
付
か
っ
た
の
は
二
月
十
一
日
の
こ
と
と
み
え

る
（「
御
側
雑
書
」
同
日
条
）。
だ
が
九
月
二
十
八
日
、
月
嶺
は
再
び
奥
詰
と
な
り
、
御
小
姓
格
を

仰
せ
付
け
ら
れ
た
（「
覚
書
」
同
日
条
）。

○
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）　

釿
次
郎
殿
御
画
申
上　

大
奥
御
普
請　

五
人
扶
持

　

月
嶺
の
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
日
記
「
年
中
御
用
控
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（

７
）。

こ
れ

に
よ
る
と
、
月
嶺
は
一
月
九
日
か
ら
連
日
の
よ
う
に
御
用
を
承
っ
て
い
る
。
奥
、
大
奥
、
広
小
路

御
殿
の
御
用
の
ほ
か
、
勘
定
所
か
ら
の
依
頼
も
み
え
る
。
大
奥
で
は
増
改
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い

た
た
め
、
そ
れ
に
関
わ
る
仕
事
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
利
済
か
ら
頻
繁
に
召
さ
れ
、
御
用
を
仰

せ
付
か
っ
た
り
指
示
を
受
け
た
り
し
て
い
る
。
釿
次
郎
か
ら
の
召
し
出
し
も
間
々
見
受
け
ら
れ
、

亀
次
郎
（
月
村
）
を
連
れ
て
城
へ
上
が
っ
た
と
こ
ろ
、
大
奥
に
召
さ
れ
て
利
済
の
八
男
栄た

か

千ち

代よ

（
一
八
四
三
〜
一
九
〇
九
）
の
御
前
で
画
を
認
め
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
基
本
的
に
は
自
宅
で

作
業
を
し
、
完
成
品
の
上
納
、
下
絵
の
上
納
な
ど
必
要
に
応
じ
て
城
へ
出
向
い
て
い
る
様
子
で
、

差
紙
で
の
呼
び
出
し
も
多
い
。
屏
風
、
掛
軸
、
衝
立
、
襖
な
ど
、
相
当
な
数
を
手
が
け
て
い
る
。

城
へ
出
る
時
間
と
退
出
す
る
時
間
は
ま
ち
ま
ち
で
、
も
っ
と
も
遅
い
退
出
時
刻
は
夜
八
ツ
時
（
午

前
二
時
頃
）。
御
膳
、
御
酒
を
頂
戴
し
て
い
る
日
も
多
く
、
褒
美
と
し
て
内
々
に
金
子
を
拝
領
し

た
記
述
も
あ
る
。
ま
た
、「
御
小
姓
格
奥
詰
」の
一
藩
士
と
し
て
奥
で
の
行
事
に
関
わ
る
日
も
あ
り
、

「
御
側
雑
書
」
に
も
名
前
が
散
見
さ
れ
る
。
弟
子
た
ち
の
出
入
り
も
あ
り
、
前
出
の
桃
渓
（
金
矢

友
之
助
）、
雪
嶺
（
沢
田
市
郎
太
）
の
ほ
か
、
月
江
こ
と
船
越
善
治
（
一
八
三
〇
〜
一
八
八
一
）

の
名
も
み
え
る
。

　

利
済
が
行
っ
た
大
奥
の
増
改
築
は
大
規
模
な
も
の
で
、聖
長
楼
と
称
す
る
三
階
御
殿
を
は
じ
め
、

相
当
数
の
居
室
が
営
ま
れ
た（

８
）。

川
口
家
伝
来
資
料
（
岩
手
県
立
博
物
館
蔵
）
の
中
に
は
大
奥

襖
の
下
絵
と
伝
え
ら
れ
る
「
雅
楽
観
覧
之
図
」
や
「
御
居
間
下
絵
」
の
付
箋
が
つ
い
た
「
藤
と
亀

の
図
」
襖
下
絵
、「
御
八
畳
御
間
」
の
付
箋
が
つ
い
た
「
富
士
山
図
」
襖
下
絵
が
あ
り
、
そ
の
ほ

か
に
も
盛
岡
城
大
奥
に
納
め
た
と
推
測
さ
れ
る
衝
立
の
下
絵
な
ど
が
あ
る
。
現
存
す
る
大
奥
湯
殿

の
杉
戸
「
西
王
母
図
」（
個
人
蔵
）
の
下
絵
「
官
宮
二
美
人
図
」（
盛
岡
市
先
人
記
念
館
蔵
）
も
知

ら
れ
て
い
る
。

　

大
奥
普
請
は
十
一
月
十
六
日
に
上
棟
の
祝
が
あ
り
（「
御
側
雑
書
」
同
日
条
）、
十
二
月
二
十
三

日
、
月
嶺
は
「
兼
々
、
御
絵
御
用
出
精
相
勤
、
且
、
此
度
大
奥
御
普
請
向
に
付
、
骨
折
相
勤
候
に

付
」
三
人
扶
持
を
加
増
さ
れ
、
五
人
扶
持
と
な
っ
た
（「
覚
書
」
同
日
条
）。
こ
の
扶
持
証
文
も
盛

岡
市
先
人
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
大
奥
普
請
は
月
嶺
出
仕
後
の
最
大
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
十
二
月
二
十
八
日
に
は
月
嶺
が
「
釿
次
郎
殿
御
画
申
上
」、
桃
渓
・
雪
嶺
・
月
江
が
「
釿
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次
郎
殿
御
画
御
相
手
申
上
」
に
よ
っ
て
諸
芸
の
指
導
者
、
御
相
手
と
と
も
に
歳
暮
御
祝
儀
と
し
て

「
鮭
塩
引
一
尺
」（
一
尾
）
を
頂
戴
し
て
い
る
（「
御
側
雑
書
」
同
日
条
）。

○
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）　

釿
次
郎
殿
御
画
申
上

　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
一
月
十
三
日
に
は
改
め
て
桃
渓
・
月
江
が
「
釿
次
郎
殿
御
画
御
相
手
」

を
仰
せ
付
か
り
、
少
将
様
（
利
済
）、
大
守
様
（
利
剛
）
に
御
目
通
り
の
節
は
奥
詰
格
を
仰
せ
付

け
ら
れ
た
旨
、
表
御
用
部
屋
か
ら
奥
へ
達
し
が
あ
っ
た
（「
奥
雑
書
」
同
日
条
）。
加
え
て
奥
で
は

奥
御
用
部
屋
御
物
書
の
雪
嶺
が
「
釿
次
郎
殿
御
画
御
相
手
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
御
側
御
目
付
が

申
し
渡
し
て
い
る
（「
奥
雑
書
」
同
日
条
）。
一
月
二
十
日
が
御
稽
古
初
で
、
釿
次
郎
は
種
々
の
稽

古
事
の
指
導
者
と
御
相
手
に
手
ず
か
ら
熨
斗
を
下
賜
し
、
月
嶺
と
桃
渓
、
月
江
の
名
も
み
え
る
。

ま
た
一
同
は
御
吸
物
と
御
酒
を
頂
戴
し
て
い
る
（「
御
側
雑
書
」
同
日
条
）。

　

四
月
九
日
、
藩
主
利
剛
が
着
城
し
、
御
供
下
り
の
一
員
と
し
て
楳
岳
が
盛
岡
に
戻
っ
た
（「
奥

雑
書
」
同
日
条
）。
四
月
十
四
日
に
は
前
年
に
利
剛
が
従
四
位
侍
従
に
叙
任
さ
れ
た
御
祝
儀
等
と

し
て
月
嶺
、
楳
岳
と
も
金
二
百
疋
を
拝
領
し
て
い
る
（「
奥
雑
書
」
同
日
条
）。
ま
た
、
四
月
二
十

日
に
は
雪
嶺
・
桃
渓
・
月
江
が
利
剛
の
「
御
画
御
相
手
」
を
仰
せ
付
か
り
、
御
目
通
り
の
節
は
奥

詰
格
と
さ
れ
て
い
る
（「
奥
雑
書
」
同
日
条
）。
雪
嶺
は
三
月
二
十
六
日
に
「
奥
向
別
段
御
用
取
調

向
出
精
相
勤
候
に
付
、
金
二
百
疋
拝
領
被　

仰
付
」
と
み
え
、
こ
の
時
の
肩
書
き
は
「
奥
御
用
部

屋
御
物
書
・
御
元
方
所
御
物
書
・
当
分
漁
物
御
調
所
御
物
書
兼
帯
」
と
な
っ
て
い
る
（「
奥
雑
書
」

同
日
条
）。
ま
た
雪
嶺
は
八
月
以
降
、沼
宮
内
通
、大
槌
通
、厨
川
通
へ
と
差
し
向
け
ら
れ
て
お
り
、

本
務
に
も
忙
し
か
っ
た
よ
う
だ
（「
覚
書
」
嘉
永
五
年
八
月
二
十
一
日
条
、
同
十
月
二
十
五
日
条
、

同
十
一
月
晦
日
条
）。

　

十
二
月
二
十
八
日
は
御
稽
古
納
で
、
利
剛
の
「
御
画
御
相
手
」
を
つ
と
め
た
雪
嶺
・
桃
渓
・
月

江
は
歳
暮
御
祝
儀
と
し
て
「
鮭
塩
引
一
尺
」
を
頂
戴
し
て
い
る
。
ま
た
、釿
次
郎
へ
「
御
画
申
上
」

の
月
嶺
は
金
百
疋
と
御
肴
一
折
を
頂
戴
し
、釿
次
郎
の
「
御
画
御
相
手
」
と
し
て
も
雪
嶺
・
桃
渓
・

月
江
は
「
鮭
塩
引
一
尺
」
を
頂
戴
し
た
と
み
え
る
（「
奥
雑
書
」
同
日
条
）。

○
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）　

釿
次
郎
殿
御
画
申
上

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
一
月
十
三
日
に
は
再
び
雪
嶺
・
桃
渓
・
月
江
が
「
大
守
様
御
画
御
相

手
」
を
仰
せ
付
か
り
、桃
渓
と
月
江
が
「
釿
次
郎
殿
御
画
御
相
手
」
を
仰
せ
付
か
っ
た
（「
奥
雑
書
」

同
日
条
）。
こ
の
時
、
月
江
の
名
は
善
治
か
ら
善
四
郎
に
改
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
月
二
十
日

の
御
稽
古
初
で
は
雪
嶺
・
桃
渓
・
月
江
の
三
人
が
、利
剛
、釿
次
郎
に
そ
れ
ぞ
れ
「
御
画
御
相
手
」

と
し
て
御
目
通
り
し
、
御
手
熨
斗
を
頂
戴
し
た
（「
奥
雑
書
」
同
日
条
）。

　

一
月
二
十
日
、
釿
次
郎
と
栄
千
代
は
領
地
を
高
増
さ
れ
、
四
月
二
十
四
日
、
利
済
は
儀
式
が
万

端
滞
り
な
く
済
ん
だ
祝
儀
を
御
用
を
つ
と
め
た
者
た
ち
に
下
賜
し
、月
嶺
は
銀
二
枚
を
拝
領
（「
奥

雑
書
」
同
日
条
）。
六
月
十
八
日
に
は
雪
嶺
と
桃
渓
に
月
嶺
に
命
じ
た
御
用
へ
手
伝
い
を
す
る
よ

う
達
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
御
用
の
中
身
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
（「
奥
雑
書
」
同
日
条
）。

　

月
嶺
は
出
仕
後
、
利
済
に
重
用
さ
れ
て
き
た
が
、
隠
居
と
し
て
藩
政
を
後
見
し
て
き
た
利
済
は

嘉
永
の
三
閉
一
揆
を
機
に
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
、
こ
の
年
、
幕
府
に
出
府
を
求
め
ら
れ
た
。
利
済

は
体
調
不
良
を
理
由
に
参
府
を
先
延
ば
し
に
し
、
藩
の
定
例
の
行
事
に
も
参
加
し
な
く
な
る
。

十
二
月
二
十
八
日
は
利
済
の
「
御
不
例
」
を
理
由
に
利
剛
と
釿
次
郎
の
「
御
稽
古
納
に
付
て
の
御

逢
」
が
中
止
さ
れ
た
。
御
歳
暮
御
祝
儀
は
例
年
通
り
で
、
月
嶺
も
「
釿
次
郎
殿
御
画
申
上
」
に
つ

き
「
鮭
塩
引
一
尺
」
を
下
さ
れ
る
旨
申
し
渡
さ
れ
た
が
、「
但
、
御
省
略
に
付
、
塩
引
被
下
之
処
、

赤
魚
一
折
宛
被
下
、
外
是
迄
之
通
」
と
あ
り
、
実
際
は
赤
魚
一
折
だ
っ
た
ら
し
い
（「
奥
雑
書
」

同
日
条
）。

○
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）　

利
済
出
府　

御
祝
儀
御
用

　

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
一
月
二
十
六
日
、
利
済
は
盛
岡
城
を
出
立
し
、
江
戸
に
向
か
っ
た
。

こ
の
年
は
寅
年
で
、
駕
籠
の
中
に
は
御
祝
儀
御
用
と
し
て
制
作
さ
れ
た
月
嶺
筆
「
左
右
松
竹　

中

虎
」
三
幅
対
や
虎
の
彫
物
五
疋
、
阿
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
の
画
像
等
が
入
れ
ら
れ
た
と
い
う（

９
）。

月
嶺
が
利
済
の
た
め
に
つ
と
め
た
最
後
の
御
用
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

利
済
は
江
戸
麻
布
の
盛
岡
藩
下
屋
敷
に
蟄
居
し
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
四
月
十
四
日
に
帰

ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
月
嶺
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
で
あ
っ
た
。

三　

南
部
利
剛
時
代
の
職
務

○
嘉
永
七
年
／
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
〜
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）　

御
役
御
免
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利
済
の
出
府
を
機
に
藩
の
体
制
は
改
め
ら
れ
、「
格
外
之
御
省
略
」
が
命
じ
ら
れ
て
人
員
も
整
理

さ
れ
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
三
月
二
十
二
日
、
月
嶺
は
御
小
姓
格
を
御
免
と
な
っ
た
（「
覚

書
」
同
日
条
）。
利
済
が
普
請
し
た
大
奥
新
御
殿
の
「
格
別
に
目
に
立
候
御
場
所
」
は
四
月
二
日

か
ら
追
々
取
り
壊
さ
れ（

）、
月
嶺
苦
心
の
作
も
散
逸
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

利
済
の
死
か
ら
お
よ
そ
二
カ
月
後
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
六
月
十
一
日
、
利
済
の
「
御
絵

像
認
方
」
が
御
小
納
戸
支
配
御
絵
師
の
狩
野
佐
助
に
命
じ
ら
れ
、
月
嶺
に
は
そ
の
指
図
を
す
る
よ

う
下
命
が
あ
っ
た
が
、
翌
日
に
は
佐
助
に
代
わ
っ
て
御
絵
師
の
藤
田
祐
昌
が
月
嶺
の
指
図
の
も
と

制
作
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
（「
覚
書
」
安
政
二
年
六
月
十
一
日
条
、
同
十
二
日
条
）（

）。
し
か

し
六
月
十
五
日
に
は
見
合
わ
せ
と
な
っ
て
、
利
済
の
肖
像
画
は
江
戸
の
狩
野
休
意
に
命
じ
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た（

）。
月
嶺
は
釿
次
郎
へ
の
「
御
画
申
上
」
を
御
免
と
な
り
（「
覚
書
」
安
政
二
年

十
一
月
九
日
条
）、
つ
い
に
は
奥
詰
を
御
免
と
な
っ
て
（「
覚
書
」
安
政
三
年
十
一
月
十
一
日
条
）、

以
後
数
年
の
間
、
藩
の
記
録
に
そ
の
名
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。

　

月
嶺
の
弟
子
雪
嶺
は
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
二
月
一
日
に
利
剛
の
「
御
画
御
相
手
」
を
仰
せ

付
か
っ
た
が（「
御
側
御
目
付
留
」同
日
条
）、同
年
四
月
二
十
九
日
に
は
御
免
と
な
っ
て
い
る（「
覚

書
」
同
日
条
）。
以
後
、雪
嶺
、桃
渓
、月
江
と
も
御
絵
御
用
を
つ
と
め
た
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。

月
嶺
の
嫡
子
亀
次
郎
こ
と
月
村
は
、
同
年
十
月
六
日
に
「
御
胤
家
様
方
御
相
手
」
を
仰
せ
付
か
っ

た
が
（「
覚
書
」
同
日
条
）、
十
一
月
六
日
に
御
免
と
な
っ
た
（「
覚
書
」
同
日
条
）。

　

も
っ
と
も
、
雪
嶺
、
桃
渓
、
月
江
は
も
と
よ
り
武
士
で
あ
っ
て
、
嘉
永
七
年
に
利
剛
が
藩
士
子

弟
ら
の
武
芸
を
上
覧
の
砌
、「
出
来
宜
に
付
」御
褒
詞
な
ど
を
頂
戴
し
た
者
た
ち
の
中
に
名
が
あ
る
。

桃
渓
こ
と
金
矢
友
之
助
は
「
宝
蔵
院
流
鎌
術
」（「
覚
書
」
嘉
永
七
年
七
月
六
日
条
）、
雪
嶺
こ
と

沢
田
市
郎
太
は
「
印
西
流
弓
術
」（「
覚
書
」
同
年
七
月
二
十
九
日
条
）、
月
江
こ
と
船
越
善
四
郎

は
「
荻
野
流
炮
術
」（「
覚
書
」
同
年
八
月
八
日
条
）
を
そ
れ
ぞ
れ
ご
覧
に
入
れ
て
い
る
。

　

月
村
こ
と
亀
次
郎
も
ま
た
荻
野
流
炮
術
を
修
練
し
て
お
り
、
安
政
三
年
正
月
に
盛
岡
藩
鉄
砲
方

を
つ
と
め
た
櫻
井
忠
太
夫
か
ら
「
第
一
之
許
状
」
を
授
け
ら
れ
て
い
る（

）。
月
村
は
武
芸
に
長
じ

て
い
た
と
い
う
。

　

利
剛
の
学
問
と
諸
芸
の
御
相
手
を
み
る
と
、嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
は
経
学
、兵
学
と
射
術
、

馬
術
、
書
、
音
楽
、
画
、
茶
事
、
乱
舞
で
あ
っ
た
が
（「
覚
書
」
同
年
一
月
七
日
条
、
同
十
三
日
条
）、

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
は
経
学
、
兵
学
と
馬
術
、
射
術
の
み
で
音
楽
や
画
な
ど
は
稽
古
事
か

ら
外
れ
（「
覚
書
」
同
年
一
月
十
三
日
条
）、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
炮
術
が
加
わ
っ
て
い
る

（「
覚
書
」
同
年
一
月
十
三
日
条
）。「
格
外
之
御
省
略
」
と
武
の
比
重
が
高
ま
っ
た
時
代
の
要
請
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
安
政
二
年
、
盛
岡
藩
は
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
出
兵
を
命
じ
ら
れ
、
函
館
半
島
、
噴
火
湾

沿
岸
の
警
備
を
分
担
し
た
。
月
江
は
安
政
二
〜
三
年
に
蝦
夷
地
に
滞
在
し
、
噴
火
湾
沿
い
の
風
景

絵
巻
「
蝦
夷
奇
趣
真
写
図
」（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）
や
「
箱
館
港
図
」（
同
館
蔵
）
を
描
い

て
い
る
。
藩
命
に
よ
っ
て
同
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

○
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
〜
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）　

東
北
地
方
写
生

　

月
嶺
が
奥
詰
を
御
免
と
な
っ
て
以
降
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
明

ら
か
に
し
が
た
い
が
、「
山
水
真
写
譜
」（
岩
手
県
立
博
物
館
蔵
）
と
い
う
図
譜
に
「
安
政
戊
午
ヨ

リ
記
之
」
と
あ
り
、
十
和
田
湖
や
郷
里
の
鹿
角
周
辺
、
岩
手
山
、
七
時
雨
山
、
玄
武
洞
（
雫
石
）、

石
巻
湊
な
ど
、
各
地
の
風
景
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
戊
午
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
あ
た

り
、
月
嶺
は
奥
詰
を
御
免
と
な
っ
た
後
、
北
は
十
和
田
湖
、
南
は
北
上
川
河
口
の
石
巻
ま
で
を
旅

し
て
風
景
を
写
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、「
生
写
集
」（
岩
手
県
立
博
物
館
蔵
）
と

い
う
写
生
帳
に
「
山
水
真
写
譜
」
と
同
じ
構
図
の
風
景
写
生
が
五
図
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
が

現
地
で
の
一
次
写
生
と
み
ら
れ
る
が
、
中
に
「
壬
戌
閏
八
月　

猫
写
生　

於
花
巻
安
浄
寺
」
の
書

き
入
れ
が
あ
っ
て
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
頃
の
も
の
と
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
「
山
水
真
写
譜
」

の
成
立
は
そ
れ
以
降
で
、
恐
ら
く
は
無
役
で
あ
っ
た
数
年
の
間
に
各
地
を
歩
い
て
描
き
た
め
た
写

生
を
後
に
浄
写
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
月
村
は
関
流
の
算
術
を
学
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
江
戸
で
稽
古
さ
せ
た
い
と
月
嶺
が
願
い

出
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

）。
時
は
幕
末
、
月
村
が
月
嶺
同
様
に
御
絵
御
用
で
取
り
立
て
ら
れ

る
可
能
性
は
低
く
、
他
の
道
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

盛
岡
藩
「
覚
書
」
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
九
月
十
七
日
条

　

一
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口
七
之
助

嫡
子
、
亀
次
郎
儀
当
十
六
歳
罷
成
、
兼
て
関
流
算
術
阿
部
九
兵
衛
門
弟
罷
成
稽

古
罷
在
候
処
、
兎
角
於
此
御
許
任
心
底
兼
未
熟
に
付
、
横
濱
官
平
当　

御
参
勤
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御
供
登
被　

仰
付
罷
登
候
付
隨
身
仕
、
於
御
門
外
師
家
相
求
め
稽
古
仕
度
旨
望

申
候
付
、
手
前
物
入
を
以
為
差
登
広
稽
古
為
仕
度
、
同
人
詰
合
中
、
御
暇
被
下

置
度
申
出
願
之
通

○
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）　

大
奥
御
用
聞
格

　

月
嶺
が
再
び
役
職
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
の
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
一
月
二
十
日
の
こ
と
で
、

こ
の
度
は
「
大
奥
御
用
聞
格
」
を
拝
命
し
た
（「
覚
書
」
同
日
条
）。
奥
詰
を
御
免
と
な
っ
て
か
ら

丸
六
年
が
経
ち
、
齢
五
十
三
の
月
嶺
が
再
び
役
職
を
仰
せ
付
か
っ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
月
嶺
の

弟
子
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
藩
の
実
務
を
担
う
役
職
に
つ
い
て
お
り
〔
文
久
元
年
当
時
、
桃
渓
（
友

之
助
あ
ら
た
め
金
矢
理
蔵
）
は
飯
岡
通
代
官
、雪
嶺
（
沢
田
市
郎
太
）
は
御
雇
勘
定
方
、月
江
（
船

越
善
四
郎
）
は
大
更
新
田
奉
行
〕、
月
嶺
に
再
び
御
絵
御
用
を
つ
と
め
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
も
の

だ
ろ
う
か
。
世
情
騒
が
し
く
、
人
手
が
不
足
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
常
府
で
あ
っ
た
狩
野
休
意
が
藩
主
夫
人
・
明
子
（
一
八
三
六
〜

一
九
〇
三
）
に
随
行
し
て
国
元
に
下
向
し
た
（「
御
側
御
目
付
留
」
文
久
三
年
一
月
十
八
日
条
）。

明
子
の
着
城
は
二
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
（「
覚
書
」
同
日
条
）。
当
時
、
盛
岡
藩
で
は
在
府

人
員
の
削
減
を
行
っ
て
お
り
、藩
士
の
「
国
勝
手
」
が
命
じ
ら
れ
、休
意
も
江
戸
か
ら
盛
岡
へ
移
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

）。
江
戸
に
あ
っ
た
休
意
は
奥
御
医
師
格
奥
詰
と
さ
れ
た
後
、
御
画

御
相
手
を
仰
せ
付
か
っ
て
い
た
が
（「
奥
雑
書
」
安
政
三
年
十
月
十
四
日
条
）、
下
向
の
節
「
道
中

御
茶
道
本
役
同
格
」
を
勤
め
る
よ
う
命
じ
ら
れ
（「
御
側
御
目
付
留
」
文
久
三
年
一
月
十
八
日
条
）、

国
元
で
は
別
段
の
思
召
し
に
よ
っ
て
「
御
茶
道
加
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、「
御
画
御
用
等
之
節
は
、

大
奥
え
も
罷
通
」
御
用
向
を
勤
め
る
よ
う
申
し
渡
さ
れ
た
。
ま
た
、
明
子
の
鴬
宿
湯
治
の
御
供
も

仰
せ
付
か
っ
て
い
る
（「
覚
書
」
文
久
三
年
四
月
十
三
日
条
）。
休
意
は
こ
の
後
、
盛
岡
に
居
を
定

め
、当
地
で
御
用
を
つ
と
め
る
こ
と
と
な
る
。
月
嶺
が
「
大
奥
御
用
聞
格
」
と
さ
れ
た
背
景
に
は
、

藩
主
夫
人
ら
の
国
元
下
向
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
〜
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）　

大
坂
登　

郁
姫
様
御
画
申
上

　

月
嶺
の
身
辺
に
新
た
な
動
き
が
み
ら
れ
る
の
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。

三
月
二
十
七
日
、七
之
助
嫡
子
川
口
亀
次
郎
こ
と
月
村
は
「
大
炮
方
手
伝
」
を
命
じ
ら
れ
た
（「
覚

書
」
同
日
条
）。
五
月
三
日
に
は
桃
渓
嫡
子
の
惇
蔵
、
五
月
九
日
に
は
月
嶺
が
閏
五
月
三
日
に
出

立
す
る
藩
主
の
「
御
参
府
御
供
登
」
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
（「
覚
書
」
同
日
条
）。
五
月
十
六
日
、

桃
渓
は
御
納
戸
を
拝
命
し
（「
覚
書
」
同
日
条
）、
五
月
十
八
日
、
月
嶺
は
「
郁
姫
様
御
画
申
上
」、

桃
渓
は「
郁
姫
様
御
画
申
上
之
心
得
を
以
御
相
手
」を
仰
せ
付
け
ら
れ
た（「
御
側
雑
書
」同
日
条
）。

利
剛
の
息
女
郁
姫
（
一
八
五
三
〜
一
九
〇
八
）
は
、
明
治
維
新
後
に
華
頂
宮
博
経
親
王
に
嫁
い
だ

郁
子
で
あ
る
。
郁
子
の
手
に
な
る
和
歌
と
月
嶺
画
に
よ
る
合
作
「
富
士
之
図
」（
も
り
お
か
歴
史

文
化
館
蔵
、写
真
３
）は
こ
の
頃
の
も
の
か
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
桃
渓
は
閏
五
月
二
十
一
日
、「
御

子
様
方
え
差
向
相
勤
」
め
る
よ
う
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
（「
御
側
雑
書
」
同
日
条
）。
八
月
二
十
日
、

休
意
は
再
び
藩
主
夫
人
の
鴬
宿
湯
治
の
御
供
を
仰
せ
付
か
っ
た
（「
御
側
雑
書
」
同
日
条
）。

　

月
嶺
は
江
戸
登
の
道
中
で
初
め
「
御
先
供
御
用
」
を
命
じ
ら
れ
た
が
御
免
と
な
り
、「
御
小
姓
加
」

「
御
小
休
御
用
」
を
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
持
病
の
疝せ

ん

癪し
ゃ
く

（
さ
し
こ
み
）
が
あ
り
介
抱

の
た
め
二
十
歳
に
な
る
嫡
子
の
亀
次
郎
（
月
村
）
を
連
れ
て
行
き
た
い
と
願
い
出
、
許
さ
れ
て
い

る
（「
覚
書
」
同
年
閏
五
月
一
日
条
）。
江
戸
詰
の
間
は
「
御
小
姓
加
」
と
さ
れ
、
御
納
戸
御
用
を

勤
め
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
（「
御
側
雑
書
」
同
年
六
月
六
日
条
）。
ま
た
、
江
戸
登
の
道
中
、

「
御
小
休
御
用
出
精
相
勤
候
付
」
金
二
百
疋
を
拝
領
し
た
（「
御
側
雑
書
」
同
年
八
月
七
日
条
）。

　

川
口
家
伝
来
資
料
に
「
道
中
諸
画
家
縮
図
」（
盛
岡
市
先
人
記
念
館
蔵
）
と
い
う
綴
り
が
あ
る
。

奥
州
道
中
の
本
陣
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
絵
画
を
写
し
た
も
の
で
、
石
鳥
谷
本
陣
の
雅
楽
介
岸
良
筆

「
龍
虎
図
」（
二
幅
対
）、鬼
柳
本
陣
の
狩
野
永
叔
筆
「
鶴
図
」（
二
幅
対
）、氏
家
本
陣
の
文
晁
筆
「
雲

龍
図
」な
ど
が
控
え
ら
れ
て
い
る
。
本
陣
を
使
用
で
き
る
の
は
藩
主
や
幕
府
役
人
な
ど
に
限
ら
れ
、

諸
士
が
宿
泊
で
き
る
場
所
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
月
嶺
は
御
小
姓
加
・
御
小
休
御
用
の
機
会
を
得

て
こ
の
縮
図
を
作
成
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
閏
五
月
十
六
日
に
江
戸
に
到
着
し
た
利
剛
で
あ
っ
た
が
（「
覚
書
」
同
年
閏
五
月
二
十
六

日
条
）、「
痛
所
」
が
あ
っ
て
領
内
の
温
泉
で
療
養
し
た
い
と
御
暇
を
願
い
出
、
許
し
を
得
て
八
月

二
十
九
日
に
江
戸
を
出
立（「
覚
書
」同
年
九
月
三
日
条
）、九
月
十
五
日
に
帰
国
着
城
し
た（「
覚
書
」

同
日
条
）。
一
方
、月
嶺
は
江
戸
で
「
大
坂
登
」
と
御
用
中
の
「
御
銅
山
吟
味
役
加
」
を
命
じ
ら
れ
、

江
戸
詰
合
中
の
「
御
納
戸
御
用
勤
」「
御
小
姓
加
」
は
御
免
と
な
っ
て
、
八
月
二
十
四
日
に
上
方

へ
向
け
て
出
立
し
た
（「
御
側
雑
書
」
同
年
九
月
三
日
条
）。
こ
の
時
の
道
中
の
出
費
な
ど
を
控
え

た
「
東
海
道
萬
覚
帳
」（
盛
岡
市
先
人
記
念
館
蔵
）
や
写
生
帳
「
東
海
道
道
中
記
」（
岩
手
県
立
博



岩手県立博物館研究報告　第31号　2014年3月

一
〇

― 85 ―

物
館
蔵
）
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
宿
場
の
風
景
や
富
士
山
の
眺
望
を
写
し
な
が
ら
旅
を
し
た
様
子

が
う
か
が
わ
れ
る
。
琵
琶
湖
周
辺
や
京
都
周
辺
、
伊
勢
の
二
見
浦
、
西
は
須
磨
、
明
石
ま
で
の
写

生
が
残
っ
て
お
り
、
後
に
浄
写
し
て
ま
と
め
た
も
の
や
作
品
と
し
て
仕
上
げ
た
も
の
も
あ
る
。
し

か
し
、
写
生
帳
に
あ
る
の
は
社
寺
や
名
所
の
風
景
の
み
で
、「
御
銅
山
吟
味
役
加
」
の
御
用
向
き

を
推
測
で
き
る
よ
う
な
も
の
は
な
い
。

　

月
嶺
の
大
坂
登
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
盛
岡
藩
は
慶
応
元
年
十
月
か
ら
翌
年
四
月
に
か
け
て
京

都
勤
番
の
命
を
受
け
、藩
士
ら
を
京
都
に
派
遣
し
て
御
所
日
之
御
門
前
の
守
衛
に
あ
た
っ
て
い
た
。

ま
た
、
銅
山
方
の
川
合
林
蔵
と
い
う
者
が
「
御
銅
山
吟
味
役
」
と
し
て
大
坂
行
き
を
命
じ
ら
れ
た

記
事
が
確
認
で
き
（「
覚
書
」
慶
応
元
年
十
一
月
十
二
日
条
）、
月
嶺
が
絵
図
や
記
録
画
作
成
な
ど

の
役
目
を
負
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

月
嶺
が
大
坂
に
滞
在
し
た
期
間
は
確
認
で
き
な
い
が
、
慶
応
二
年
五
月
十
一
日
の
江
戸
出
立
を

命
じ
ら
れ
（「
御
側
雑
書
」
同
年
五
月
二
十
五
日
条
）、
同
月
末
頃
に
は
盛
岡
に
戻
っ
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。
六
月
二
十
日
に
は
「
京
大
坂
御
用
向
出
精
相
勤
候
に
付
、
金
五
百
疋
拝
領
」
と
み
え
る

（「
覚
書
」同
日
条
）。
ま
た
同
日
、惇
蔵
と
月
村
は「
京
都
御
守
衛
御
用
出
精
相
勤
候
付
、金
弐
百
疋
」

ず
つ
を
拝
領
し
て
お
り
、
両
人
も
江
戸
か
ら
京
都
へ
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
月
村
は

慶
応
三
年
一
月
十
九
日
に
「
大
炮
方
手
伝
」
を
御
免
と
な
っ
た
（「
覚
書
」
同
日
条
）。

　

こ
の
間
、
利
剛
は
慶
応
二
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
四
月
十
九
日
に
か
け
て
鉛
湯
元
へ
湯
治
に
出

か
け
、
桃
渓
と
休
意
が
供
を
し
て
い
る
（「
覚
書
」
同
年
二
月
二
十
七
日
条
）。
利
剛
は
鉛
温
泉
付

近
の
景
勝
の
地
を
八
つ
選
ん
で
随
行
者
と
と
も
に
歌
を
詠
み
、
休
意
と
桃
渓
に
絵
を
描
か
せ
て
画

帖
と
し
た
（「
鉛
村
八
景
」
花
巻
市
・
安
浄
寺
蔵
）（

）。
利
剛
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十
月
二

日
の
大
地
震
の
折
、
江
戸
桜
田
の
盛
岡
藩
上
屋
敷
に
あ
っ
て
負
傷
し
、
そ
の
旧
創
が
癒
え
な
い
た

め
に
暇
を
乞
い
、
帰
国
し
て
鉛
の
温
泉
に
浴
し
た
も
の
と
い
う（

）。

○
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）　

利
剛
鉛
湯
治
随
行

　

利
剛
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
三
月
二
十
日
か
ら
四
月
六
日
に
か
け
て
再
び
鉛
へ
湯
治
に
赴

い
た
。
こ
の
度
は
月
嶺
が
供
を
仰
せ
付
か
り
、
湯
治
御
用
中
は
御
納
戸
御
用
を
勤
め
る
よ
う
申
し

渡
さ
れ
て
い
る
（「
覚
書
」
同
年
三
月
三
日
条
、同
三
月
四
日
条
）。
利
剛
は
鉛
八
景
に
次
い
で
「
大

沢
八
景
」
を
選
び
、
侍
臣
と
歌
を
詠
ん
で
月
嶺
に
絵
を
描
か
せ
、
画
帖
と
し
た
（「
大
沢
八
景
」

株
式
会
社
大
沢
温
泉
蔵
）。
新
渡
戸
仙
岳
選
「
養
斎
俳
句
抄
」（
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）
に
養
斎

が
月
嶺
に
贈
っ
た
句
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

）。「
月
嶺
画
工
鉛
の
客
舎
に
あ
る
に
お
く

る
／
温
泉
の
山
や
独
活
売
る
女
酒
呑
ま
む
」
と
い
う
句
は
こ
の
折
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
利
剛
は
「
痛
所
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
七
月
二
十
日
か
ら
八
月
八
日
に
か
け
て
こ
の

年
二
度
目
の
鉛
湯
治
に
赴
い
た
。
こ
の
時
の
供
の
中
に
月
嶺
や
桃
渓
、休
意
の
名
は
見
え
な
い
が
、

「
南
部
利
剛
鉛
湯
治
留
」（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
）
を
見
る
と
、
七
月
二
十
五
日
に
御
納
戸
・

金
矢
理
蔵
こ
と
桃
渓
、
奥
御
医
師
・
肥
田
玉
仙
、
御
小
納
戸
加
中
奥
御
小
姓
・
堀
江
市
蔵
が
御
機

嫌
伺
い
の
た
め
に
鉛
を
訪
れ
て
い
る
。
三
名
は
二
十
七
日
に
戻
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
桃
渓
は
川

口
七
之
助
こ
と
月
嶺
が
罷
り
越
す
ま
で
留
め
置
く
よ
う
沙
汰
さ
れ
た
。
月
嶺
は
二
十
九
日
に
到
着

し
、
御
機
嫌
伺
い
の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
か
ね
て
蒙
っ
て
い
た
御
用
の
儀
を
伺
う
た
め
に
罷
り

越
し
た
旨
を
申
し
出
て
い
る
。
利
剛
は
湯
治
中
に
再
び
月
嶺
に
絵
を
描
か
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
桃
渓
は
八
月
一
日
に
戻
っ
た
が
、
月
嶺
は
そ
の
ま
ま
滞
在
し
、
利
剛
の
供
を
し
て
盛

岡
に
戻
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

桃
渓
の
来
訪
に
つ
い
て
は
、
島
川
十
郎
（
成
梁
）「
鉛
湯
元
日
記
」（
写
本
、
も
り
お
か
歴
史
文

化
館
蔵
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
島
川
十
郎
は
当
時
中
奥
御
小
姓
を
勤
め
、
三
月
、
七
月
と
も
利

剛
の
鉛
湯
治
に
御
供
し
て
い
る
。
三
月
に
湯
治
の
折
は
「
大
沢
八
景
」（
株
式
会
社
大
沢
温
泉
蔵
）

に
「
高
倉
山
暮
雪
」
の
歌
を
詠
み
、
七
月
の
湯
治
の
折
は
大
沢
八
景
の
歌
を
詠
ん
で
奉
る
よ
う
に

と
の
命
を
受
け
、「
鉛
湯
元
日
記
」
に
歌
を
書
き
留
め
て
い
る
。

○
慶
応
四
年
／
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
〜
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）　

直
七
と
改
名　

隠
居

　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
三
日
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
勃
発
。
新
政
府
軍
は
徳
川
慶
喜
と
会

津
藩
へ
追
討
令
を
発
し
、
奥
羽
諸
藩
に
も
命
が
下
る
。
四
月
一
日
、
休
意
は
奥
羽
鎮
撫
使
が
鬼
柳

境
よ
り
盛
岡
藩
領
内
を
通
行
す
る
際
の
付
添
を
命
じ
ら
れ（「
覚
書
」同
日
条
、同
五
月
十
九
日
条
）、

御
雇
勘
定
方
で
あ
っ
た
雪
嶺
は
、「
会
津
御
征
伐
応
援
」
御
用
の
た
め
四
月
六
日
の
出
立
を
命
じ

ら
れ
た
（「
覚
書
」
同
年
四
月
五
日
条
）。
桃
渓
は
会
津
征
伐
応
援
に
か
か
る
莫
大
な
費
用
を
「
恐

察
」
し
、
金
二
十
両
の
献
納
を
藩
に
願
い
出
た
（「
覚
書
」
同
年
五
月
九
日
条
）。
東
北
諸
藩
は
会

津
藩
へ
の
寛
大
な
処
分
を
求
め
る
嘆
願
が
失
敗
に
終
わ
る
と
、
奥
羽
列
藩
同
盟
、
さ
ら
に
奥
羽
越

列
藩
同
盟
を
結
ん
で
新
政
府
に
敵
対
。
盛
岡
藩
は
新
政
府
側
に
転
じ
た
秋
田
藩
領
へ
侵
攻
し
た
。
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盛
岡
藩
の
重
臣
桜
庭
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
月
嶺
の
弟
子
田
中
北
嶺
（
一
八
三
五
〜
一
九
一
八
）
が

従
軍
し
、「
戊
辰
役
図
絵
・
ス
ケ
ッ
チ
集
」（
鹿
角
市
指
定
有
形
文
化
財
、
個
人
蔵
）
を
残
し
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
月
村
も
ま
た
秋
田
戦
争
に
従
軍
し
て
活
躍
し
た
と
伝
え
ら
れ
る（

）。

　

戊
辰
戦
争
で
の
敗
戦
後
に
謹
慎
し
て
い
た
藩
主
南
部
利
剛
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
一

月
十
三
日
、
東
京
へ
送
ら
れ
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
三
月
、
利
剛
の
跡
を
継
い
だ
南
部
利と

し

恭ゆ
き

は
版
籍
を
奉
還
。
六
月
十
七
日
、
白
石
藩
知
事
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
七
月
二
十
二
日
、
七
十
万

両
の
献
金
を
条
件
に
盛
岡
へ
の
復
帰
が
許
さ
れ
た
。
月
嶺
の
曾
孫
に
あ
た
る
川
口
丑
吉
氏
は
、
祖

父
月
村
に
つ
い
て
、
版
籍
奉
還
の
後
は
赤
貧
の
中
で
の
画
業
で
あ
り
、
白
石
転
封
の
際
は
家
財
道

具
を
売
り
払
っ
て
出
立
し
、
盛
岡
に
戻
っ
て
か
ら
の
生
活
は
尚
更
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い

る
が
、
還
暦
間
近
の
月
嶺
の
動
向
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
家
も
人
に
売
却
を
頼
ん
で
出

掛
け
た
が
、
買
い
手
が
な
く
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
一
家
は
加
賀
野
の
元
の

家
に
落
ち
着
い
た
ら
し
い（

）。
十
月
九
日
、
月
嶺
は
名
拝
領
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
七
之
助
を
直
七

と
改
め
た
（「
覚
書
」
同
日
条
）。

　

明
治
三
年
六
月
、
月
嶺
こ
と
直
七
は
家
督
を
嫡
子
亀
次
郎
（
月
村
）
に
譲
り
、
隠
居
し
た
。
盛

岡
藩
廰
の
家
督
申
付
書
（
盛
岡
市
先
人
記
念
館
蔵
）
に
は
「
川
口
亀
次
郎
／
親
直
七
依
願
家
督
被

申
付
／
庚
午
六
月
／
盛
岡
藩
廰
（
印
）」
と
あ
る（

）。
七
月
十
日
、
盛
岡
藩
を
廃
し
盛
岡
県
が
置

か
れ
た
。
月
村
は
八
月
に
は
書
画
の
需
要
が
見
込
め
た
函
館
に
向
か
い
、
十
一
月
、
北
海
道
開
拓

使
に
出
仕
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
帰
郷
し
、
以
後
、
画
業
で
身
を
立
て
た
。

　

月
嶺
が
没
し
た
の
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
二
十
二
日
、
妻
静
の
死
か
ら
五
カ
月
後
の

こ
と
だ
っ
た
。
享
年
六
十
一
。

四　

月
嶺
の
交
友

　

月
嶺
の
交
友
関
係
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
月
嶺
と
交
際
が
厚
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
は
同

じ
鹿
角
出
身
の
奈
良
養
斎
で
あ
る
。
養
斎
は
通
称
宮
司
、
尾
去
沢
銅
山
山
先
役
を
つ
と
め
た
青
山

家
に
生
ま
れ
、
同
郷
の
奈
良
家
に
入
っ
て
跡
を
継
い
だ
。
盛
岡
藩
の
鉱
山
経
営
に
関
わ
り
、
銅
山

方
や
勘
定
奉
行
な
ど
を
つ
と
め
た
。
医
業
の
心
が
け
も
あ
っ
て
「
御
医
師
御
用
」
も
つ
と
め
て
い

る
（「
覚
書
」
嘉
永
元
年
八
月
二
十
四
日
条
）。
俳
諧
を
好
み
、
俳
号
を
東
岐
と
い
い
、
漢
詩
の
素

養
も
あ
っ
た（

）。

　

烏
山
か
ら
帰
郷
す
る
途
中
の
月
嶺
が
養
斎
を
訪
ね
た
こ
と
や
御
小
納
戸
と
し
て
同
役
で
あ
っ
た

こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、「
奈
良
養
斎
日
記
」（
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）
を
見
る
と
、
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
十
二
月
五
日
、
養
斎
の
嫡
子
猪
太
郎
（
真
令
）
の
縁
組
に
つ
い
て
「
組
合
親
類
え

相
談
之
儀
は
川
口
七
之
助
を
以
夫
々
及
相
談
候
也
」
と
あ
っ
て
二
人
の
親
密
さ
が
う
か
が
わ
れ
る

ほ
か
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
九
月
二
十
八
日
に
は
月
村
が
算
術
を
学
ぶ
た
め
江
戸
へ
発
つ
と

養
斎
に
別
れ
を
告
げ
に
来
て
お
り
、
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
五
月
五
日
の
端
午
の
節
句
の
折
は
、
養
斎
の
息
子
た
ち
の
ほ
か
「
於

曽
氏
・
川
口
氏
」「
善
四
郎
」
の
来
訪
が
記
さ
れ
、
於お

曽そ

此し

一い
ち

（
？
〜
一
八
七
八
）
と
川
口
月

嶺
、
船
越
月
江
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
養
斎
と
月
江
こ
と
船
越
善
四
郎
は
親
戚
で
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
八
月
一
日
（
八
朔
）
に
は
「
金
矢
桃
渓
・
船
越
月
江
来
、書
画
詩
俳
共
清
興
」
と
あ
っ

て
桃
渓
と
の
交
際
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
七
月
六
日
は
「
於
曽
氏
・
川

口
氏
」、
翌
年
九
月
九
日
の
重
陽
の
節
句
は
「
月
嶺
・
善
四
郎
」
ほ
か
の
来
訪
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

此
一
は
盛
岡
藩
士
で
通
称
は
啓
之
丞
、
幕
末
の
盛
岡
の
俳
壇
を
席
巻
し
た
人
物
で
あ
る
。
月
嶺

も
時
に
は
句
や
歌
を
詠
み
、
養
斎
、
此
一
の
ほ
か
に
野
辺
地
馬
城
、
奥
寺
山
厚
、
江
刺
家
友
月
、

目
時
隆
之
進
と
交
際
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る（

）。
自
作
短
歌
の
短
冊
（
盛
岡
市
先
人
記
念
館
蔵
）

や
知
山
（
山
口
秀
木
）・
東
岐
（
養
斎
）
の
句
と
月
嶺
画
に
よ
る
合
作
「
月
見
図
」（
盛
岡
市
先
人

記
念
館
蔵
）、
此
一
の
句
と
月
嶺
画
の
合
作
「
孤
鴈
図
」（
個
人
蔵
）
も
知
ら
れ
て
い
る
。
月
嶺
画

に
よ
る
俳
諧
の
摺
物
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
お
り
、嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
師
走
の
摺
物
（
岩

手
県
立
図
書
館
蔵
）で
は
月
嶺
画
の
梅
に
東
岐（
養
斎
）、山
厚
、山
静
ら
七
名
の
句
を
載
せ
て
い
る
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
夏
、
此
一
主
宰
と
み
ら
れ
る
摺
物
（
個
人
蔵
）
に
は
江
戸
、
盛
岡
、
黒

沢
尻
、
花
巻
、
日
詰
な
ど
の
俳
人
総
勢
七
十
名
の
句
が
載
り
、
養
斎
の
名
も
あ
る
。

　

月
嶺
は
酒
好
き
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、「
川
口
七
之
助
ハ
絵
の
名
人
な
れ
バ
飲
ぬ
け
だ
」

と
人
物
評
の
あ
る
「
夢
中
翁
嘉
言
」
と
い
う
著
者
不
明
の
書
に
つ
い
て
、
奈
良
養
斎
を
作
者
と
す

る
説
が
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く（

）。

五　

幕
末
維
新
期
の
盛
岡
藩
御
絵
師
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月
嶺
が
生
き
た
時
代
の
様
相
を
知
る
上
で
の
参
考
と
し
て
、
世
襲
的
に
藩
の
「
御
絵
師
」
を
つ

と
め
て
き
た
狩
野
派
画
人
の
幕
末
維
新
期
の
動
向
を
ま
と
め
て
お
く
。

　

森
保
斎
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
五
月
十
八
日
に
「
奥
向
別
段
御
用
出
精
相
勤
候
に
付
、
御

給
人
に
被
成
下
」（「
覚
書
」
同
日
条
）、五
月
十
六
日
に
半
次
郎
と
名
を
改
め
（「
覚
書
」
同
日
条
）、

絵
師
を
廃
業
し
て
御
給
人
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
喜
左
衛
門
と
改
名
し
（「
覚
書
」
安
政
六
年
二
月

二
十
二
日
条
）、
代
官
所
下
役
な
ど
を
つ
と
め
た
。

　

藤
田
祐
昌
は
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）六
月
に
没
し
、八
月
四
日
、嫡
子
の
守
湖（
一
八
四
四
〜
？
）

が
跡
式
を
相
続
し
た（「
覚
書
」同
日
条
）（

）。
守
湖
は
明
治
元
年（
一
八
六
八
）八
月
二
十
二
日
、「
還

俗
」
し
て
「
一
生
士
分
之
御
奉
公
」
を
つ
と
め
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
（「
覚
書
」
同
日
条
）、
十
二

月
四
日
、
名
を
守
衛
と
改
め
た
（「
覚
書
」
同
日
条
）（

）。

　

狩
野
休
意
は
奥
詰
や
御
茶
道
加
と
し
て
「
御
側
雑
書
」
等
に
名
が
散
見
さ
れ
る
が
、
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
四
月
七
日
、
二
十
五
歳
に
な
る
嫡
子
春
碩
（
存
信　

一
八
四
五
〜
一
九
一
三
）
に

つ
い
て
は
「
一
生
之
内
、
士
分
之
御
奉
公
」
を
さ
せ
た
い
と
申
し
出
（「
覚
書
」
同
日
条
）、
四
月

十
日
に
は
春
碩
が
名
を
銓
太
郎
と
改
め
て
い
る
（「
覚
書
」
同
日
条
）。

　

ま
た
、
南
部
家
で
は
幕
府
表
絵
師
の
麻
布
一
本
松
狩
野
家
に
五
人
扶
持
を
遣
わ
し
、
客
分
と
し

て
経
済
的
に
面
倒
を
見
て
い
た
が（

）、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）、
狩
野
休
清
は
「
御
勝
手
向
御

難
渋
に
付
」、
格
外
の
御
省
略
中
、
三
人
扶
持
を
減
じ
ら
れ
、
二
人
扶
持
と
さ
れ
た
（「
御
側
雑
書
」

同
年
二
月
十
二
日
条
）。
子
の
代
に
は
寄
生
し
て
い
た
南
部
家
を
頼
っ
て
盛
岡
に
下
向
し
、
明
治

二
年
八
月
十
八
日
、「
御
出
入　

狩
野
休
円
」
は
「
下
士
」
に
召
し
抱
え
ら
れ
（「
覚
書
」
同
日
条
）、

八
月
二
十
二
日
、
勝
衛
と
改
名
し
た
（「
覚
書
」
同
日
条
）。

　

い
ず
れ
も
最
終
的
に
は
「
御
絵
師
」
と
し
て
つ
と
め
る
こ
と
を
断
念
し
た
形
だ
が
、
休
意
の
嫡

子
春
碩
こ
と
狩
野
存
信
は
絵
筆
を
捨
て
ず
、
作
品
を
多
く
残
し
て
い
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

盛
岡
藩
の
日
誌
類
か
ら
川
口
月
嶺
と
そ
の
門
弟
た
ち
の
動
向
を
追
っ
て
来
た
。
月
嶺
の
み
な
ら

ず
、
嫡
子
の
川
口
月
村
を
は
じ
め
、
門
弟
の
金
矢
桃
渓
、
沢
田
雪
嶺
、
船
越
月
江
ら
の
藩
内
に
お

け
る
職
務
を
併
せ
て
捕
捉
す
る
よ
う
努
め
、
月
嶺
一
門
と
藩
主
一
族
と
の
関
わ
り
、
政
情
や
世
情

の
変
化
に
伴
う
職
務
の
変
化
の
あ
ら
ま
し
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
月
嶺
の
近

く
に
楳
岳
や
養
斎
の
姿
を
確
認
で
き
た
こ
と
も
収
穫
で
あ
っ
た
。

　

月
嶺
は
藩
主
南
部
利
済
に
仕
え
て
「
御
絵
御
用
」
を
つ
と
め
、
盛
岡
城
大
奥
普
請
に
関
わ
る
障

壁
画
の
制
作
等
に
腕
を
ふ
る
っ
た
。
利
済
四
男
釿
次
郎
に
「
御
画
申
上
」、
門
弟
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ

「
御
画
御
相
手
」
を
つ
と
め
た
。
月
嶺
は
利
済
の
死
後
、
一
時
遠
ざ
け
ら
れ
た
感
が
あ
る
が
、
幕

末
に
は
再
び
藩
主
南
部
利
剛
の
側
近
く
で
御
用
を
つ
と
め
、息
女
郁
子
に
絵
の
手
ほ
ど
き
も
し
た
。

月
嶺
の
別
号
「
真
象
」
は
利
剛
が
与
え
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
利
剛
の
書
に
月
嶺
画
の
合

作
「
高
砂
図
」（
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
蔵
、
写
真
４
）
も
あ
る
。
門
弟
た
ち
は
利
剛
の
「
御
画

御
相
手
」を
つ
と
め
た
。
月
嶺
出
仕
後
の
奥
向
の「
御
絵
御
用
」は
一
門
が
担
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

　

し
か
し
、
彼
ら
は
藩
の
「
御
絵
師
」
で
は
な
い
。
月
嶺
も
時
に
御
納
戸
御
用
勤
め
な
ど
を
命
じ

ら
れ
て
お
り
、
文
字
通
り
そ
の
役
を
つ
と
め
た
も
の
と
考
え
る
。
桃
渓
・
雪
嶺
・
月
江
に
は
藩
士

と
し
て
の
勤
め
が
あ
り
、
武
術
の
修
練
に
励
ん
で
い
た
。
絵
師
と
し
て
で
は
な
く
、
藩
士
と
し
て

彼
ら
の
姿
を
と
ら
え
直
す
作
業
は
新
鮮
だ
っ
た
。

　

一
方
、
今
回
の
調
査
で
は
国
元
の
「
御
絵
師
」
の
姿
は
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
か
っ
た
。
御
小

納
戸
支
配
御
絵
師
の
狩
野
佐
助
が
奥
向
へ
献
上
物
を
致
し
、「
御
紋
御
上
下
」
を
拝
領
し
た
記
事

（『
奥
雑
書
』・『
覚
書
』
安
政
二
年
四
月
二
十
一
日
条
）
が
目
に
と
ま
っ
た
程
度
で
あ
る
。
今
後
も

調
査
を
続
け
、
盛
岡
藩
の
絵
師
た
ち
の
姿
を
よ
り
鮮
明
に
し
て
い
き
た
い
。

写真3　華頂宮郁子賛
川口月嶺画「富士之図」
もりおか歴史文化館蔵

写真４
南部利剛賛
川口月嶺画「高砂図」
もりおか歴史文化館蔵
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謝
辞

　

月
嶺
と
そ
の
一
門
に
つ
い
て
は
、
小
原
茂
氏
よ
り
種
々
の
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。「
覚
書
」

に
つ
い
て
は
、岩
手
県
立
博
物
館
覚
書
研
究
会
、同
覚
書
編
集
委
員
会
（
佐
藤
巌
代
表
）
の
研
究
・

翻
刻
の
成
果
に
多
く
の
恩
恵
を
蒙
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
資
料
調
査
な
ら
び
に
写
真
掲
載
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
、
ご
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

協
力
者
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

　

伊
藤
金
人
、
太
田
悌
子
、
岡 
聰
、
小
原
伸
博
、
小
原
祐
子
、
影
山 

茂
、
川
口 

菊
、
小
林
徹
生
、

佐
藤 

琴
、
髙
田
貞
一
、
田
崎
農
巳
、
時
田
里
志
、
奈
良
東
一
郎
、
野
中
昭
美
、
藤
田
光
孝
、
藤

田
雄
平
、
岩
手
県
立
図
書
館
、
株
式
会
社
大
沢
温
泉
、
花
巻
市
博
物
館
、
原
敬
記
念
館
、
盛
岡
市

教
育
委
員
会
、
盛
岡
市
先
人
記
念
館
、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館

註1　

い
ず
れ
の
日
誌
も
欠
落
し
て
い
る
年
次
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
宜
補
い
つ
つ
使
用
し
た
。
月
嶺
が
出

仕
し
た
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
二
月
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
六
月
ま
で
の
間
の
欠
落
は
次
の

と
お
り
。（　

）
内
は
各
日
誌
の
収
録
年
代
と
現
存
す
る
冊
数
。

　
　

な
お
、「
御
側
雑
書
」
は
外
題
を
「
御
側
御
目
付
留
」
と
す
る
も
の
な
ど
を
含
む
。

「
覚
書
」（
天
保
元
年
、
天
保
十
二
年
〜
明
治
三
年
九
月　

六
十
七
冊
）　

欠
落　

嘉
永
二
年
正
月
〜

四
月
、
嘉
永
四
年
正
月
〜
四
月
、
嘉
永
五
年
正
月
〜
四
月
、
文
久
二
年
正
月
〜
六
月
。

「
御
側
雑
書
」（
明
和
二
年
〜
明
治
二
年　

一
二
二
冊
）　

欠
落　

弘
化
三
年
、
弘
化
四
年
、
嘉
永
五

年
七
月
〜
十
二
月
、
嘉
永
六
年
正
月
〜
六
月
、
安
政
元
年
七
月
〜
十
二
月
。

「
奥
雑
書
」（
寛
政
元
年
、
天
保
十
一
年
〜
安
政
三
年　

二
二
冊
）　

欠
落　

嘉
永
元
年
、
嘉
永
二
年

七
月
〜
十
二
月
、
嘉
永
三
年
七
月
〜
十
二
月
、
嘉
永
四
年
正
月
〜
六
月
。

2　

月
嶺
・
月
村
及
び
そ
の
周
辺
に
関
す
る
主
な
参
考
文
献
は
次
の
と
お
り
。

内
藤
調
一
（
十
湾
）「
川
口
月
嶺
」（『
鹿
角
志
』
巻
之
四
・
人
物
、
内
藤
調
一
、
明
治
四
十
年
）

太
田
孝
太
郎
「
南
部
畫
人
傳　

下
」（『
奥
羽
史
談
』
第
四
巻
第
一
号
、
奥
羽
史
談
会
、
昭
和
二
十
八

年
七
月
）

奈
良
環
之
助
「
秋
田
画
人
伝
④　

川
口
月
嶺
」（『
あ
き
た
』
第
十
六
号
、
昭
和
三
十
八
年
九
月
）

奈
良
東
一
郎
「
川
口
月
嶺
像
を
描
く
」（『
上
津
野
』
第
十
六
号
、
鹿
角
市
文
化
財
保
護
協
会
、
平
成

三
年
三
月
）

川
口
丑
吉
編
『
川
口
家
三
代
の
画
業
』（
盛
岡
市
先
人
記
念
館
、
平
成
五
年
再
版
）

鹿
角
市
教
育
委
員
会
『
郷
土
の
画
人 

川
口
月
嶺 

―
川
口
月
嶺
絵
画
調
査
報
告
書
―
』（
鹿
角
市
教

育
委
員
会
、
昭
和
五
十
一
年
）

細
野
金
三
『
藩
政
時
代
岩
手
画
人
録
』（
岩
手
美
術
史
の
会
、
昭
和
五
十
五
年
）

岩
手
県
立
博
物
館
『
昭
和
六
十
一
年
度
第
三
回
企
画
展
図
録　

月
嶺
・
雪
蕉
』（
財
団
法
人
岩
手
県

文
化
振
興
事
業
団
、
昭
和
六
十
一
年
）

盛
岡
市
先
人
記
念
館
『
第
２
回
テ
ー
マ
展　

四
条
・
円
山
派
の
三
画
人
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
盛
岡
市

先
人
記
念
館
、
平
成
二
年
十
二
月
）

内
田
慎
蔵
・
奈
良
東
一
郎
・
柴
田
信
勝
『
北
秋
・
鹿
角
の
美
術　

二
十
人
集
』（
無
明
舎
出
版
、
平

成
三
年
）

花
巻
市
博
物
館
『
第
四
回
企
画
展　

盛
岡
藩
の
絵
師
た
ち
〜
そ
の
流
れ
と
広
が
り
〜
』（
花
巻
市
博

物
館
、
平
成
十
七
年
十
月
）

岩
手
県
立
博
物
館
『
テ
ー
マ
展　

盛
岡
藩
絵
師 

川
口
月
嶺
の
ま
な
ざ
し
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
公
益

財
団
法
人
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
、
平
成
二
十
五
年
十
月
）

『
盛
岡
市
史　

第
八
巻
（
復
刻
版
）』（
盛
岡
市
、
昭
和
五
十
七
年
）

『
鹿
角
市
史　

第
二
巻
（
下
）』（
鹿
角
市
、
昭
和
六
十
二
年
）

3　

一
ノ
倉
則
文
「
南
部
藩
官
職
考　

一
〜
三
」（『
奥
羽
史
談
』
第
十
五
号
、
昭
和
二
十
九
年
十
月
／
同

第
十
六
号
、
昭
和
三
十
年
四
月
／
同
第
二
十
六
号
、
昭
和
三
十
四
年
六
月
、
奥
羽
史
談
会
）

大
正
十
三
造
『
南
部
盛
岡
藩
史
畧
』（
杜
陵
印
刷
、
昭
和
五
十
八
年
）

工
藤
利
悦
『
盛
岡
市
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
第
38
集　

盛
岡
藩
歴
史
史
料
ガ
イ
ド
Ⅰ
』（
盛
岡
市
教
育
委

員
会
文
化
課
、
平
成
十
四
年
）

工
藤
利
悦
「
盛
岡
藩
の
記
録
類
解
題
」（「
近
世
こ
も
ん
じ
ょ
館
」
き
ろ
く
解
読
館

　
　

http://w
w
w
.kom

onjokan.net/cgi-bin/kom
on/index.cgi?cat=kirokukan

）

4　
「
身
帯
帳　

弘
化
四
年
春
改
従
五
拾
石
以
下
諸
士
諸
組
付
迄
」（
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）

梅
原
廉
編
・
工
藤
利
悦
監
修『
盛
岡
藩
・
諸
職
人
の
系
譜
』（
南
部
美
術
工
芸
史
研
究
会
、平
成
十
一
年
）

5　

前
掲
註
2
「
南
部
畫
人
傳　

下
」、「
海
野
梅
岳
」
の
項
で
太
田
は
出
典
を
「
南
部
藩
家
老
席
日
記
『
雑

書
』」
と
し
て
い
る
が
、「
雑
書
」
で
は
な
く
「
御
側
雑
書
」
で
あ
る
。

6　

海
野
梅
岳
「
三
十
六
俳
仙
像
」（
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）、
前
掲
註
２
太
田
論
文

7　

小
原
茂「
月
嶺
筆「
年
中
御
用
控
」」（『
岩
手
の
古
文
書
』第
九
号
、岩
手
古
文
書
学
会
、平
成
五
年
三
月
）
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8　
「
内
史
畧　

后
十
七
」、『
岩
手
史
叢　

第
５
巻　

内
史
畧
（
５
）』（
岩
手
県
文
化
財
愛
護
協
会
、
昭

和
五
十
年
）
四
六
六
頁
。

　
　

櫻
井
敏
雄
・
松
岡
利
郎
「
城
郭
・
陣
屋
内
の
楼
閣
建
築
再
考
」（『
近
畿
大
学
理
工
学
部
研
究
報
告
』

第
四
十
二
号
、
平
成
十
八
年
九
月
）
に
「
盛
岡
城
本
丸
聖
長
楼
推
定
復
元
見
取
り
図
」
が
あ
る
。
ほ
か

に
参
考
文
献
と
し
て
松
岡
利
郎
「
盛
岡
城
の
建
築
」（『
城
郭
史
研
究
』
第
十
四
号
、日
本
城
郭
史
学
会
、

平
成
六
年
三
月
）。

9　

前
掲
註
8
「
内
史
畧　

后
十
七
」、
四
六
〇
頁
。

10　

前
掲
註
8
「
内
史
畧　

后
十
七
」
に
同
じ
。

11　
「
覚
書
」
の
ほ
か
、「
御
側
雑
書
」、「
奥
雑
書
」
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
る
。
当
初
は
御
側
御
用
人
の

指
示
で
奥
詰
の
月
嶺
と
御
小
納
戸
支
配
の
狩
野
佐
助
に
御
絵
像
の
制
作
が
命
じ
ら
れ
た
も
の
の
、
御
絵

師
の
藤
田
祐
昌
に
命
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
家
老
席
の
管
轄
に
移
行
し
た
も
の
と
み
え
る
。

12　

阿
部
守
雅
・
千
葉
一
大
「
盛
岡
藩
の
御
抱
絵
師
」（『
岩
手
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
第
十
五
号
、
平

成
九
年
三
月
）

阿
部
守
雅
「
藤
田
家
資
料
に
見
る
盛
岡
藩
御
絵
師
」（『
岩
手
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
第
十
七
号
、

平
成
十
一
年
十
二
月
）

　

国
元
で
の
肖
像
画
制
作
を
見
合
わ
せ
、
江
戸
で
狩
野
休
意
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は
「
覚
書
」
等
に
は

み
え
ず
、
藤
田
祐
昌
「
嘉
永
七
寅
年
萬
心
扣
帳
」（
岩
手
県
立
博
物
館
蔵
）
に
よ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

　

祐
昌
は
六
月
十
五
日
に
「
八
幡
角
屋
敷
七
之
助
宅
」
に
行
っ
て
お
り
、
月
嶺
は
盛
岡
八
幡
宮
門
前
に

あ
っ
た
「
角
屋
敷
」
に
住
ん
で
い
た
よ
う
だ
が
、
後
に
雪
嶺
（
沢
田
市
郎
太
）
が
「
八
幡
角
御
屋
鋪
見

守
」
を
命
じ
ら
れ
た
記
事
が
あ
り
（「
御
側
雑
書
」
安
政
四
年
十
一
月
十
一
日
条
）、
そ
れ
以
前
か
ら
空

家
と
な
っ
て
い
た
様
子
で
、
月
嶺
は
役
職
を
免
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
転
居
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

13　

前
掲
註
2
『
川
口
家
三
代
の
画
業
』
七
十
頁
に
許
状
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

14　

前
掲
註
12
阿
部
論
文
。

15　

前
掲
註
12
阿
部
・
千
葉
論
文
。

16　

花
巻
新
渡
戸
記
念
館
『
第
三
回
企
画
展　

花
巻
の
文
人
た
ち
―
歌
人
と
俳
人
―
』（
花
巻
新
渡
戸
記

念
館
、
平
成
四
年
四
月
）

17　

菊
池
悟
朗
編
『
南
部
史
要
』（
熊
谷
印
刷
出
版
部
、
昭
和
五
十
五
年
第
五
版
）
二
八
二
頁
。

18　

柳
澤
弘
志
「
奈
良
養
斎
（
宮
司
）
と
鹿
角
の
文
教
」（『
上
津
野
』
第
十
二
号
、
鹿
角
市
文
化
財
保
護

協
会
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
）

19　

前
掲
註
2
『
川
口
家
三
代
の
画
業
』
六
五
頁
。

20　

前
掲
註
19
に
同
じ
。

21　

前
掲
註
2
『
川
口
家
三
代
の
画
業
』
を
は
じ
め
、
月
嶺
の
隠
居
を
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
六
月
と

す
る
も
の
が
あ
る
が
、「
盛
岡
藩
士
族
書
上
帳
（
明
治
四
年
）」、『
盛
岡
藩
士
族
旧
禄
所
務
書
上
帳
（
明

治
三
年
）
外
五
編
連
記
』（
旧
盛
岡
藩
士
桑
田
、
平
成
八
年
）
三
四
二
頁
に
お
い
て
も
亀
次
郎
（
月
村
）

は「
明
治
三
年
六
月
十
四
日
家
督
、明
治
三
年
七
月
十
二
日
盛
岡
県
貫
属
士
族
被
仰
付
」と
さ
れ
て
い
る
。

22　

柳
澤
弘
志
「
奈
良
宮
司
と
尾
去
沢
鉱
山
」（『
上
津
野
』
第
十
一
号
、
鹿
角
市
文
化
財
保
護
協
会
、
昭

和
六
十
一
年
三
月
）

23　
『
岩
手
日
報
』
明
治
四
十
四
年
六
月
二
十
四
日
付
、
大
正
二
年
一
月
二
十
八
日
付
。
小
原
茂
氏
の
ご

教
示
に
よ
る
。

24　

那
須
川
溢
男「
奈
良
宮
司（
養
斎
）と『
夢
中
翁
嘉
言
』関
係
史
料
」（『
岩
手
史
学
研
究
』第
八
十
七
号
、

岩
手
史
学
会
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

25　

前
掲
註
12
阿
部
・
千
葉
論
文
、
阿
部
論
文
と
も
に
藤
田
家
の
位
牌
に
「
恵
迪
齋
祐
昌
信
士　

慶
応
三

寅
六
月
十
二
日　

俗
名
祐
昌　

行
年
六
十
一
才
」
と
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
が
、「
覚
書
」
慶
応

二
年
八
月
四
日
条
に
は
「
親
祐
昌
存
生
之
内
願
之
通
、跡
式
無
相
違
被
下
置
候
間
、家
業
精
出
可
申
候
、

於
席
申
渡
之
」
と
あ
り
、
祐
昌
の
没
年
は
寅
年
に
あ
た
る
慶
応
二
年
と
み
ら
れ
、
逆
算
す
る
と
生
年
は

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
と
な
る
。「
盛
岡
諸
家
忌
辰
録
」、『
盛
岡
市
史　

第
八
巻
（
復
刻
版
）』（
昭

和
五
十
七
年
）
七
九
三
頁
で
は
命
日
を
慶
応
二
年
六
月
十
五
日
と
し
て
い
る
。

26　

藤
田
家
に
つ
い
て
は
前
掲
註
12
阿
部
論
文
に
詳
し
い
。

27　

前
掲
註
12
阿
部
・
千
葉
論
文
。

　
（
さ
い
と
う
・
り
か
／
岩
手
県
立
博
物
館 

〒
〇
二
〇

-

〇
一
〇
二　

盛
岡
市
上
田
字
松
屋
敷
三
四
）

要
旨

　

絵
師
川
口
月
嶺
は
盛
岡
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
、武
士
の
身
分
を
持
っ
た
。「
覚
書
」や「
御
側
雑
書
」

な
ど
盛
岡
藩
の
日
誌
類
に
は
、
奥
詰
や
小
納
戸
の
役
職
に
あ
っ
て
御
絵
御
用
を
つ
と
め
る
月
嶺
の

姿
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
藩
お
抱
え
の
世
襲
の
「
御
絵
師
」
と
は
異
な
る
側
面
を
持
つ
月
嶺
の
事

蹟
を
年
代
順
に
追
い
、
職
務
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

川
口
月
嶺
、
盛
岡
藩
、
絵
師
、
覚
書
、
御
側
雑
書


